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令和３年第６回玉城町議会定例会会議録（第２号） 

 

１ 招集年月日  令和３年12月８日（水） 

２ 招集の場所  玉城町議会本会議場 

３ 開   議  令和３年12月９日（木）（午前９時00分） 

４ 出席議員  （13名） 

        １番 福田 泰生  ２番 渡邉 昌行   ３番 谷口 和也 

        ４番 津田久美子  ５番 前川さおり   ６番 山路 善己 

        ７番 中西 友子  ８番 北   守   ９番 坪井 信義 

       １０番 山口 和宏 １１番 奥川 直人  １２番 風口  尚 

       １３番 小林  豊 

５ 欠席議員 なし 

６ 地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 䭜村 修一 副 町 長 田間 宏紀 教 育 長 中西  章 

会計管理者 藤川  健 総務政策課長 中村 元紀 税務住民課長 山下 健一 

保健福祉課長 奥野 良子 産業振興課長 里中 和樹 建 設 課 長 真砂 浩行 

教育事務局長 梅前 宏文 上下水道課長 平生 公一 病院老健事務局長 竹郷 哲也 

地域づくり推進室 中川 泰成 防災対策室長 見並 智俊 地域共生室長 中西扶美代 

生活環境室長 山口 成人 監 査 委 員 中村  功   

７ 職務のため出席した者の職・氏名 

議会事務局長 中西  豊 同 書 記 宮本 尚美 同 書 記 中村 修穂 

８ 日    程 

第１． 会議録署名議員の指名 

第２． 町政一般に関する質問 

順

番 
質 問 者 質 問 内 容 

１ 坪井 信義 

P2-P9 

（１）小中学校における児童生徒の不登校の対応について 

２ 小林  豊 

P9-P17 

（１）都市計画道路佐田山新田線について 

（２）今後の農業施策について 

３ 

北   守 

P17-P31 

（１）道路パトロール等、道路の管理について 

（２）公園・図書館などの充実で、子育てのできる環境の整備 

   について 

（３）高齢者の特殊詐欺防止の対策について 

４ 奥川 直人 

P31-P47 

（１）玉城町地域の未来を考える住民調査アンケートについて 

（２）町政４期16年の成果と課題について 
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（３）町長選挙まであと僅か、町長のお考えについて 

５ 津田久美子 

P47-P58 

（１）人口減少対策について 

（２）住民のための公共施設の活用について 

６ 
山路 善己 

P59-P73 

（１）乳幼児を育てる女性ケアについて 

（２）玄甲舎の利活用について 

（３）本年一年間の玉城町の課題について 

 

（午前９時00分 開会） 

 

◎開会の宣告 

○議長（風口  尚） ただいまの出席議員数は13名で定足数に達しております。 

  よって、令和３年第６回玉城町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（風口  尚） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長において 

   ３番 谷口 和也 議員      ４番 津田久美子 議員 

 の２名を指名いたします。 

 

◎日程第２ 町政一般に関する質問 

○議長（風口  尚） 次に、日程第２ 町政一般に関する質問を行います。 

 

〔９番 坪井 信義 議員登壇〕 

 

《９番 坪井 信義 議員》 

 

○議長（風口  尚） 初めに、９番 坪井信義議員の質問を許します。 

  ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） ９番、坪井。 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいま議長の許可をいただきましたので、質問をさせていただきます。 

  今回の質問事項は１点でありまして、質問事項といたしまして、小・中学校における

児童・生徒の不登校の対応についてであります。 

  質問の内容で個人情報、プライバシー保護に触れることなく、十分気をつけて行うつ

もりでありますので、答弁者の教育長におかれましてもよろしくお願いを申し上げます。 
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  冒頭に、この質問とは直接関係はございませんけれども、先月、愛知県内で中学生同

士で痛ましい事件が発生をいたしました。まだ内容が全て解明されていない状況ですの

で、何らコメントするものでありませんが、思春期の子供が大人へ変化していくこの時

期、大変難しい状況にあると推察をいたします。二度と起こらないよう、問題の解決を

望みます。 

  それでは、質問事項に入ります。 

  質問の要旨でございますけれども、１番に、学校現場における対応状況について具体

的にお伺いをします。 

  教育長としては、校長会や学校訪問等で、時々道でこれから出かけるんだということ

で車でよくお会いをしますけれども、実際、学校現場のほうに出向かれて、状況の把握

をしておられるということと存じますが、小・中学校で具体的に何年ほど不登校と思わ

れる児童・生徒がおられ、それは個々の状況が違うと思いますので、学校で把握してお

る不登校ということで、個々にわたって期間がどれだけだから不登校であって、期間が

短いからそうではないというふうないろんな状況があると思いますので、その概要とし

て、いわゆる不登校生徒というものが何名ほどおられるのかということで、まずお伺い

します。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義君の質問に対し答弁を許します。 

  教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  まず、坪井議員の質問にお答えさせていただきます。 

  不登校児童生徒のまず定義という部分からご説明させていただきます。 

  これについては、文部科学省から不登校児童・生徒の定義が出されておりますので、

それをご紹介させていただきます。 

  不登校児童・生徒とは、何らかの心理的・情緒的・身体的あるいは社会的要因・背景

により、登校しない、あるいはしたくてもできない状況にあるため、年間30日以上欠席

した者のうち、病気や経済的な理由によるものを除いたものと定義されています。この

定義に当てはまる児童生徒は、玉城町では現在、小学生が２名、中学生は17名います。

坪井議員が言われたように、その30日という日を含まずにというふうな部分では、欠席

30日未満で少し不登校ぎみかなと思われる児童は、小学校で５名、中学校で６名という

ふうに把握をしております。どの子も学校に行きたいが、何らかの事情で行けないと私

どもは理解しております。その学校に行けない子供たちに、学校として、教育委員会と

してできる支援を考え、対応しているところです。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） 今、実数といいますか、具体的な対象となる児童・生徒の数字を

お示しをいただきましたが、この数字が全国的といいますか、県下他町と比べて多いの
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か、少ないのか、こういうことも市町によって児童・生徒数が違いますから、一概には

言えないんだと思うんですけれども、これはもう、不登校の問題については、最近どう

のこうのという問題ではなしに、かなり以前から全国的に言われてきておる状況である

というふうに思っておりますので、その中で、その対象となった児童・生徒の父兄、家

族との連携というのは、具体的に学校として、今現場での話を聞いていますので、教育

員会についてはまた後ほどお伺いしますので、学校現場としてはどのように接触をされ

ているのかちょっとお伺いします。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  学校現場では、担任が基本家庭訪問を行ったり、電話で連絡をして、本人及び家庭と

連携を取っているところです。保護者や関係機関、玉城町で言いますと福祉課、教育委

員会、スクールカウンセラー等と連携を取りながら、現在対応をしているところです。

保護者、担任の先生をはじめ、養護教諭、学校長、教頭先生、学校経営アドバイザー、

スクールカウンセラーとの関わりの中で、登校できるようになった子もいますが、いま

だまだ登校できない子もたくさんいるというのが現状です。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） なぜ家族との接触についてお伺いしたかというと、この問題は、

児童・生徒本人だけにあるということではなしに、やはり家庭環境といいますか、そう

いったことも非常に大事ではないかというふうに判断しています。ですから、その受け

のほうもどういった捉え方をしておるのか。行かなかったら行かなかったでいいという

ので終わっているのか、それとも、それぞれ悩みを持ちながら働いてみえてというのが

現実やと思うんですけれども、そういった場合に、やっぱりいかに学校のほうが現場と

して家族に寄り添えるかということが、僕は一つの問題解決には非常に大切なことでは

ないかなというふうに捉えております。 

  それで、今もやってみえるかもしれませんけれども、以前に、私、近所に住んでおり

ますものであれですけれども、協で、主に高齢者の関係のことをやっている施設ではあ

るんですけれども、そういった不登校の子供さんが協のほうに出向いて、指導員といい

ますか、正式名称はまた教育長から言ってもらえばいいんですけれども、先生が見えて、

勉強のほうも見てましたんですかね。そのときにちょっとお聞きしたら、そこへ来てい

るということ自体が登校に値するんだと。さっき出席日数の話をされましたので、それ

について少し具体的に説明いただけませんでしょうか。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  今言われました協に関わって少しお話をさせていただきます。 

  私が教育長になった後に、やっぱりこの不登校問題は何とか解決していきたいという

強い思いがありましたし、学校のほうも受け皿として、今玉城町ではないという現状が
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ありましたので、この協さんにご協力を得ながら、今現在、不登校児童・生徒の支援を

行うフリースクール等民間施設というものの中に協さんを入れていただいております。

これについては、県下では12フリースクール、民間施設というものがあって、その中の

１つになっております。そういう役割を協さんにお願いしまして、不登校の児童・生徒

を受け入れてほしいと。今までも数名そこにお世話になった現状があります。ただ、今

現在、そこに行っている子はいないというふうに聞いております。 

  その協のほうから、今度は不登校児童・生徒の支援を行う公的施設、今で言いますと

伊勢市の教育委員会のご厚意で、適応教室ＮＥＳＴというところにつないでいただいて、

今、そちらに２名の児童・生徒、中学生１人、小学生１人が通っている、そういう現状

があります。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） はい、よく分かりました。私は、やはり不登校中であっても、そ

の児童・生徒の居場所づくりというのは非常に大切だというふうに考えています。不登

校だから家に閉じ籠もっておればいいという問題では決してないはずです。だから、そ

れらを他の場所にというと、学校に行けないという状況なんですから、それ以外のとこ

ろで、今、議員おっしゃったような指導員の先生、そういうのが見えて、具体的にどう

いう学習かは別にしてもですよ、普通に家を出て、１人でないかもしれませんし、何人

かの中で一緒にやるということは非常に大事だなというふうに考えていますので、たま

たま今誰もいないということですけれども、さっき言われた人数ですか、小学校の２名、

中学校17名と、それらの子供たちに対しても、本人がもちろんそういうところへ行くと

いう気がなければ駄目ですけれども、行かせるという意味では家族の理解も十分に求め

ていっていただいて、学校ではないけれども、そういうところで学習の場として、そし

てまた登校、出席というふうな扱いになるんだよということを積極的に、さっきから申

し上げています家族に寄り添うという意味で行っていただきたいと思うんですけれども、

その所見だけちょっとお伺います。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  今、坪井議員が言われたように、子供たちの居場所をつくっていきたいという強い思

いがありまして、協さんにご協力いただいているということです。ただ、坪井議員が言

われたように、もう少しそういう協の存在を教育委員会も含めてですが、保護者の方に

伝えていかなければいけないなということと、もう一つは、協での内容ですね、そこら

辺もきちっとつくり上げていかなければならないというふうに今現段階で強くそういう

思いを持っております。 

  最初に協には高齢者の方が見えて、そこへ子供たちが行かせていただくことで、高齢

者の方との触れ合いがあったり、高齢者の方とのコミュニケーションの中で、またあし

たおいでよとか、今日は来てもろてありがとうねとか、そういう温かい言葉が子供たち
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にエネルギーを蓄えさせていってもらえるかなという、そんな思いで協さんを選ばせて

いただいた推移があります。そういう部分で、今後ともそういう居場所として協さんに

ご協力いただければなというふうに思っております。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） 実際小学生の児童が見えたとき、私も火木、協のほうの支援とい

うことでサポーターみたいな形で行っておりますので、ちょうど小学生の子供たちと、

そこへ見える老人の方との触れ合いの場を直接見ました。不登校ということの意味も分

からない方も見えましたけれども、それでもどなたもなぜ学校に行かないのじゃなしに、

励ますような声をかけられて、子供も折り紙をしたりとか、学習の場ではなかったです

けれども、人と触れ合うと言うんですか、ちょっと話を聞いたら、やっぱりお父さんと、

いわゆる核家族で住んでみえるので、おじいちゃん、おばあちゃんは遠いところにおる

んやというふうなことを言われてましたので、周りもおじいさん、おばあさんばかりで

すから、そういう意味では、その人たちもよその子には違いないですけれども、孫のよ

うな形で接していただいて、子供たちもおじいちゃん、おばあちゃんというような形で

接しておって、結構閉じ籠もって物を言わないのかというんじゃなしに、会話をされて

いました。そういうのを見ると、やはりこういった施設は必要ではないかなというふう

に思いますので、これからもそういう場所を、私は協でということでなしに、そういう

子供たちの居場所をまず教育長のほうで積極的にお考えをいただきたいというふうに要

望だけしておきます。 

  先日、この件に関連した専門家の対談をＮＨＫラジオで放送されておりまして、その

中で耳にしたことがあったので、ちょっと触れさせていただきますと、孤独、孤立化を

させない。日常生活において寄り添えることが大切ではないか。社会全体として取り組

んでいかなければならない問題かもしれませんが、すぐに解決できる状況ではありませ

ん。常に状況把握に努め、子供たち、父兄に寄り添いながら対処をしていただきたいと

いうふうに対談で聞きましたので、なるほどなというふうに思いましたので、ちょっと

披露させていただきました。 

  そして、２番目の、今、学校現場での具体的なことをお聞きしました。教育委員会と

しての対策をお聞きをします。 

  小・中学校ですと年齢とか、そんなものがあって、状況の違いがあると思うんですけ

れども、差異はありませんかということを書かせてもらいましたけれども、実際、小・

中学校での対応について、教育委員会として具体的にどのような指導といいますか、方

針といいますか、なされているのかちょっとお伺いします。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  １つは、先ほどもちょっと言わせていただきましたが、子供たちの居場所づくりとい

うことで、今協さんと伊勢にあるＮＥＳＴのほうをご利用させていただいています。 
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  もう一つは、子供たちがエネルギーをためて、やっぱりみんなと学校生活を送れるよ

うにという部分で、今教育委員会でやれることの１つとして、学校経営アドバイザーが

４人見えます。週８時間ですが、そのうちの１人の方にお願いをして、不登校児童のお

家へ訪問に行っていただいて、もちろん子供とお話をしてもらったり、保護者の方の悩

みを聞いていただいたりということで、アドバイザーが家庭訪問をしております。その

中で、特に中学校３年生になると進路のことがありますので、そういう進路の相談とか、

お母さんの悩みとか、お父さんの悩みとか、ご家庭の悩みを聞きながら、学校と連携し

ながら、担任の先生と情報交換しながら、また、そこから学校として動き始めていただ

いたりとか、協やＮＥＳＴへのつなぎをしていただいたりしております。 

  この不登校の児童・生徒については、やっぱり特に中学校が多いと。全国平均とほぼ

変わらない割合になっております。何とか学校へ行って、みんなと一緒に部活動や勉強

できるように、少しでも支援していきたいなというふうに考えて、そういうアドバイ

ザーの方にお願いをしている状況です。 

  ほかにもいろいろやるべきことはまだまだ山積はしているかなと思うんですが、今後

またいろんな人との話合いの中で検討して、できることはやっていきたいなというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） そのことと、教育長、その子供たちが再登校してくるときに、や

はり迎える学校、児童・生徒ですね、その子たちの対応というものを個々によって違い

ますけれども、そこら辺の指導をきちっとやっておかないと、せっかく再登校しようと

いうことで出てきても、何かのけ者にされたような、また一番心配するのは、それが何

か変に高じて、いじめにつながっていくことはないのか、そういうことを心配しますの

で、教育委員会としてはしっかり不登校の子供をなくすというか、減らそうということ

をやっていても、さあ学校へ行こうと思ったら、その受け入れる側がきちっと受け入れ

られるようになっていないと、これは非常に難しいと思います。かえって不登校の子を

扱うより、クラスで言えば何十人とおるわけですから、その子供たちに誰々君が明日か

ら来る。みんなと一緒にやろうなというようなことで、非常に僕は大事じゃないかと思

う。せっかく再登校しようとしても、またやっぱりそういう雰囲気に悪いほうに襲われ

て、不登校になってしまったら何の意味もないし、また２回それを繰り返すことによっ

て、余計に学校に対する拒否感というのが出てくると思うんですけれども、そこら辺に

ついてもどのような状況なのかちょっとお伺いします。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  今、坪井議員が仰せのように、受け入れる側がどういうふうな形で子供たちを受け入

れるのかというところがすごく心配だということなんですが、各小学校も中学校も、基
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本人権教育を柱に据えながら取り組んでもらっています。先日も中学校では福祉座談会

がありまして、その中でもいろんな人権問題に関わって、子供たちが話合いをしていま

した。 

  それと、昨年度、町長さんのほうから優しさと思いやりあふれるまちづくり宣言、そ

れを受けて、各学校で話合いも持ったという経緯もありまして、そういう学習はきちっ

と子供たちはしているので、もし学校へ来たときには、ある部分、そういう意識を持っ

て受け入れてもらうことができるというふうに思っております。 

  それと、校長先生方も、この不登校問題については、不登校の児童・生徒をやっぱり

学校へ来てほしいという強い思いがありますので、そういう部分では先生たちと話もし

ながら、学校も受入れ態勢はつくってもらっているというふうに理解しています。特に

保健の先生及びスクールカウンセラーの方との相談も積極的に行ってもらっている現状

がありますので、そこら辺は教育委員会としては学校現場も対応はしっかりしてもらっ

ているかなというふうには理解しています。 

  ただ、どういう相手の家の方の思いとか、その子供の思いもありますので、そこは

しっかりと聞き取りながら、対応はさせていただきたいなと思っております。また今後

学校へも再度そういうお話をさせていただきたいというふうに考えています。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） やはり再登校した子供の扱いというのは非常に難しいし、肝心な

ことだと思います。私も知人の養護教員の先生とダマエで話したことあって、今、教育

長言われましたけれども、再登校してきたんだけれども、その子供は教室には行かなく

て保健室にいるんだと、１日。保健室でいわゆる自習のような形で勉強していると。た

だ、成績的にはいいほうの子らしいので、自主勉強で、先生が時折担任も含めてですけ

れども、見えて、いろんな指導をしていくと、それをまた自分で自習してやると。ただ、

やっぱり心が問題というか、悩みがあって、教室へは行かないと。保健室に１日いるん

だ。僕、最初は冗談だと笑ったんですけれども、後で謝ることになったんですけれども、

やっぱりそれはその子のさっきから教育長とやり取りしていますけれども、居場所とい

うことでの理解で正しいのかなというふうに思いますし、ある一定の期間を過ぎれば、

教室に戻っていったということですので、やはり再登校の戻り方というのはいろんなの

があると思います。それでも最終的に通常の制度に戻るんだということでは、僕はそれ

で正解じゃないかと思うんですけれども、ですから、学校現場においても、そういうい

ろんな状況に合わせて取組ができるように引き続きお願いしたいと思います。 

  町長に答弁要りませんですけれども、コロナということで、やっぱり指導員の先生を

置くとか、協に委託するとかいうことになってくると、経費のほうが必要になってくる

と思うんです。若干この経費については特殊なケースということですので、教育委員会

にもそのような予算を置いてないと思いますので、改めて町長、日頃から安心して子供

を育てられるまちづくりということをおっしゃってみえますので、こういった方面の予
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算も教育委員会に十二分にとは言いませんけれども、十分にそういう対応ができるよう

な予算の措置をお願いをしていきたいと思います。もし町長、コメントがあればお願い

します。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 坪井議員おっしゃるように、大変重要なことだというふうに思っ

ていまして、やはり一番この町発展の大もとは教育だと、こんなふうに思っております。

玉城町のこの今日までの発展の大もともそうだと思っておりますので、やはり教育重視

のまちづくり、そういった部分での予算措置、これからも努力をしていきたいと、こん

なふうに思っています。ありがとうございます。 

○議長（風口  尚） ９番 坪井信義議員。 

○９番（坪井 信義） 大変ご理解いただいたご答弁でございましたので、よろしくお願

いを申し上げます。 

  そして最後に、教育学者の汐見稔幸さんという方がおられますが、自らの出版書物の

中で、「教えから学びへ」という河出書房から出ているものがありますが、その中で、

校舎や校庭があるところが学校ではない。多様な人と出会い、優れた文化と出会えるな

ら、コミュニティーさえあれば、そこが学校となるというふうに述べておられます。非

常に大事な言葉だと思います。ですから、学校、学校ということにこだわるのでなしに、

不登校だから何でもかんでも学校へ出てこいということではなしに、先ほど来、教育長

のほうも十分に現場の声も理解もしていただいていると思いますので、そういった点で

17人という子供たちが少しでも減って、まだ今後もそういう状況を出さないような教育

の在り方というものによろしくご指導をお願いしたいと思います。 

  以上で終わります。 

○議長（風口  尚） 以上で、９番 坪井信義議員の質問は終わりました。一般質問の

途中でありますが、ここで10分間の休憩をいたします。 

（午前９時29分 休憩） 

（午前９時38分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開いたします。 

  休憩前に続き、一般質問を続けます。 

 

〔13番 小林  豊 議員登壇〕 

 

《13番 小林  豊 議員》 

 

○議長（風口  尚） 次に、13番 小林豊議員の質問を許します。 

  13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 13番 小林です。 
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  ただいま議長の許可をいただき、一般質問の機会を与えていただきましたので、通告

書に基づき質問させていただきます。 

  質問に入る前に、今年も残すところ僅かになってまいりました。１年を振り返ると、

職員の皆様にとっては、昨年同様、ワクチン接種をはじめとする新型コロナ対策業務に

ご尽力をいただいた年であったと思います。また、ワクチン接種に関しましては、町内

の開業医の方々をはじめ、関係各位に大変お世話になりました。改めましてこの場をお

借りしましてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

  まだまだ新型コロナウイルスにつきましては予断を許さない状態ではありますが、今

日があるのは皆様のおかげであると感謝する次第であります。職員の皆様も今年１年本

当にご苦労さまでした。今後も地域住民のために業務遂行に邁進していただくようお願

い申し上げます。 

  それでは、通告に従いまして質問に入らせていただきます。 

  今回の質問は、都市計画道路佐田山新田線についてと、今後の農業施策についてです。 

  まず１点目の都市計画道路佐田山新田線についてですが、この計画道路は区画整理事

業の新田町地区と佐田地区を結び、ＪＲ参宮線を平面交差ではなく、高架で越え、県道

岩出田丸線に接続する計画道路です。佐田区画整理事業に伴い、南側は一部整備されま

したが、以後、新田町区画整理事業の計画中止、取り止めがあったものの、今後どのよ

うに進展するのか、将来構想を含め、お伺いしたいと思います。 

  まず、それに先立ちまして、第一義に、現在整備されて完成した道路と、県道岩出田

丸線と接続するお考えはないか。なぜこんなことを言うかというと、道路の有効利用は

もちろんですが、周辺土地の有効活用にもつながるのではないでしょうか。新田町地区

の区画整理事業がうまく進みませんでしたが、現在、区画整理事業の予定していた土地

は規制がなくなったことにより、民間による宅地開発がかなり進み、世帯増の運びに

なっています。県道に接続することにより、周辺の土地はこういった可能性を秘めてい

るのではないでしょうか。 

  また、宅地開発が進むようでしたら、小学校区の線引きを見直し、下外城田小学校区

にすれば、下外城田小学校の児童減少も緩和されるのではないかと考えます。町長のお

考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 小林議員から都市計画道路佐田山新田線についてのご質問をいた

だきました。 

  議員のご質問の中にもございましたけれども、相当な年数が経過をいたします。やが

て50年経過をしておるわけでございますけれども、今、お話にございましたように、昭

和47年に都市計画決定をした路線でございまして、ご承知のように、久保朝久田線の荒

子団地前の交差点からＪＲ参宮線を交差をいたしまして、佐田山区画整理事業を経由し、
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岡出地内で現在の県道岩出新田線に合流する計画路線ということで、議員ご承知のとお

りでございます。 

  その他の都市計画道路につきましても紹介を申し上げますと、玉城駅裏線あるいは玉

木駅前線、久保朝久田線、佐田山新田線の４路線がございまして、合計で5,570メート

ルが計画されておるわけでございます。状況はご承知のとおり、玉城駅裏線、玉城駅前

線が事業完了いたしました。久保朝久田線は中楽朝久田線として整備途中で現在ござい

ます。当該路線は、妙法寺や佐田地内において一部供用開始している区間もございます。

しかし、現在、事業を中断している状況でございます。 

  また、計画道路西側に同じ経由地を結ぶ県道岩出田丸線が並走しておるわけでござい

まして、この県道におきましても、現状はご承知のように、大変狭隘な区間があります。

踏切部分での通行支障も生じておると。そして、さらに沿道付近には住居が密集してお

ることから、現道の拡幅が困難と、こういう状況になってございます。そういったこと

から、当該路線を県道に昇格して、県道岩出線のバイパスとして整備するように県のほ

うに要望を続けているというのが今の状況でございます。 

  状況と内容によりましては、また担当のほうからも補足をいたさせます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 事業というか、都市計画道路の概要は説明いただいたんですけれ

ども、私の質問で、現在整備されている道路ですね、あれを県道岩出線に接続する工事、

接続するような動きを今後してはどうかという質問やったんですが、ちょっと的外れ言

うたら申し訳ないんですけれども、お答え願ってないような感じですんで、改めてそう

いう計画がないかお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  議員の質疑に対しまして確認なんですけれども、県道の岩出田丸線と、今の県道を生

かしたような形で、既存の道路を整備した道路に接続する計画がないのかということで

よろしいですね。 

  まず、町道岩出田丸線というのが玉城駅前線、萱町のバス路線と玉城駅前線に交差す

る交差点から岩出の方向へ向いとる路線でございます。ということから、佐田山新田線

の計画に伴い、並走はしておるものの、それでは終点側の駅前線に接続する現状の県道

には接続するような格好にはなりません。このことから、要望内容といたしましては、

玉城駅前線、それと整備が終わりました中楽朝久田線、都市計画路線名は久保朝久田線

でございますけれども、それを荒子団地交差点まで経由しまして、今の議員がご質疑の

佐田山新田線に接続して、岡出まで向かうような形で、それを一体として県道昇格とい

うふうな話で県のほうへ要望しとるような次第でございます。 

  以上です。 
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○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） それは十分分かるんですけれども、先行して今整備された道路、

こんなこと言うたらちょっと失礼に当たるかも分かりませんが、これは区画整理事業に

伴い整備されたというのは十分承知しておるんですが、本当にされとるんかと言うたら、

失礼な言い方になるかも分かりませんけれども、周辺の方の駐車場代わりになっとるよ

うな現状ですよね。それを南側を向いて、先行的に接続することを、そういうことをお

考えがないかということなんです。それはさっきも申し上げましたけれども、接続する

ことによってあの雑木林ですね、あそこら辺がやっぱり開発されてくるんと違うかなと

私は思うんですよね。ですもので、そこを先行してやっていくご意思はないかというこ

とを質問させてもろとるんで、お答え願いたいと思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 現実に今佐田山の区画整理事業から小林議員おっしゃった南側の

山林部分、そのところの地域の有効な土地利用というふうなことにつながっていくとい

うふうに私も認識をしておるわけでございます。したがいまして、現在、三重県に対し

て、この現在の岩出田丸線の変更部分というふうなこともありますけれども、さらに町

といたしましても、この地域の発展のために、あるいはもう一つ、先ほど申し上げまし

たような交通渋滞の解消等のために、町といたしまして早期に解決に向けて、県あるい

は関係の地域との折衝に入っていきたいと、こんなふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 後でも聞こうと思っとったんですけれども、県道昇格というのは、

これはもう必要不可欠やと私も考えます。だけど、それを待っとったら何も手つかずで

今の状態が続くのと違いますか。それで、そんなにどうかな、延長にしたら500メート

ル、１キロ切れるぐらいと違うんかなと思うんやけれども、そこを町でやっていくとい

うことを、そのお考えがないかというのを聞いておるんですわ。県道昇格待っておった

ら、また何十年もかかってくるんと違いますか。どうでしょうか。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） ご意見、誠に長くそこが中断して、事業が一向に進んでいないと

いう現状もございますので、そういった点も十分尊重させていただきながら、地元、地

権者の皆さん方のご理解をいただけるような動きをしていきたいと、こんなふうに思っ

ています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 大体やっぱり積極的にそこをやっていくんかなというお答えはも

らえへんだかなと思うんですけれども、ちょっと角度を変えまして、先ほど来、県道昇

格という話が出ていましたけれども、実際、これ、開通させようと思ったら県道昇格せ
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な無理ですよね。ＪＲ参宮線を高架でいくかアンダーパスでいくか、一応計画では高架

というふうになっていますけれども、これをせんことには平面交差というのは、私もい

ろいろ聞いたら、踏切つくって平面交差したら事業費は安く済むん違うかという話をし

たこともあったんですけれども、平面交差しようと思うと、新しい踏切を設けようと思

うと、近隣の踏切を１つ閉鎖せなあかんということを聞いたことがあるんです。それを

考えると、不可能というか、平面交差というのは考えずに、やっぱり高架かアンダーパ

スで抜くというようなことが必要不可欠かなと思うんですよね。それで、道路もやっぱ

り高規格道路で進んで、そういうふうな高架、アンダーパスというのが必要かなと思う

んですけれども、しかし、この路線だけ県道昇格といってもなかなか難しいんと違いま

すか。 

  それで、やっぱり先には宮川架橋の問題も生じるんで、やっぱり以前にも言うたこと

あるんですけれども、環状線構想、これは伊勢が主になってくると思うんですけれども、

そこと伊勢市と十分協議をした上で、環状線構想ということで県のほうへ働きかけて、

一日も早く計画に乗せていくことが必要かと思うんですけれども、そういう環状線構想

のお考えも今あるかどうかですね。その部分だけを県道昇格と言うんではなしに、大き

く視野を広げて、県のほうへ要望していくというお考えはあるか、ないか、これについ

てお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 今、小林議員から仰せのご提案も含めて、特に田丸中心の地域、

住宅開発等、そして今の現状が非常に障害のあるというふうなところでございますので、

一歩前進をさせていきたいと、こんなふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 道路を１本つけるというか、今本当に数十年かかるかなと思うん

ですよね。今の段階ではもう計画といっても、それはもう町の青写真だけであって、そ

れだけではもう実現不可能かなと思いますんで、ぜひとも宮川架橋の推進にもつながる

と思いますんで、環状線構想ということで県のほうへ進達してというか、計画書にいた

だいて、早期計画を充実していただいて、完成に向けていっていただきたいと思います。 

  それでは、２点目の質問に移りたいと思います。 

  農業振興についてです。 

  コロナ禍の影響もあり、農業を取り巻く環境は日増しに厳しくなっています。市場の

原理とはいえ、農家がつくったもの、生産したものを自らで値段をつけられない。価格

をつけることができないのが今の現状かなと思うんですが、そういうことで経費倒れで、

もうけられる農業経営ができない農家が大半ではないかと思うんです。しかしながら、

行政として農業施策の一つで、いたずらに補助金を出しても何の解決にもならず、一時

しのぎで終わるかなと思います。町長が考えるこれからの行政の役割、農業施策はどの
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ようにやるべきだと考えますか、お伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） やはりよく言われる言葉に、農は国の基なりということがござい

ます。玉城町は農業が基幹産業として発展を今日まで遂げてきたわけでございます。あ

りがたいことに多くの農家の皆さんが、地域の皆さん方が大変ご理解をいただいて、特

に三重県の中でも上位に達成をしております認定農業者が増えたり、あるいは農地の集

積が進んだり、あるいは農地中間管理事業の取組が進んでおると、こういうのが今現状

でございますけれども、しかし、現実はなかなかこのコロナ禍の影響もあるわけでござ

いますけれども、特に国に対しても要望しておりますけれども、経営面での支援という

ふうなことが要るというふうに認識をしております。 

  ご承知のとおり、いろんな部分で玉城町だけではございませんけれども、高齢化、人

口減少と、こういうふうなことの影響があって、そして、その中で国においても食糧、

農業の基本計画というふうなものが制定をされて、それに基づいて玉城町といたしまし

ても具体的な施策を進めておるという現状でございます。何とかしてこの課題の解決の

ために、特に消費者あるいは生産者、さらに事業者が協力して、そしてそんな中から理

解と支持を得ながら農業・農村のあるいは農業の振興に、あるいは農家の経営所得の安

定に資する施策、それをさらに充実していく必要があるなというふうに思っています。

これからも町の農政として掲げておりますことの一つ一つ前進をさせていくこと、さら

に国に対しても一番大もとの農業振興策の充実を訴えていきたいと、こんなふうに思っ

ています。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） 私が考える行政の役目というのは、そういうことを農家に伝える

ということは、これは非常に大切なんですけれども、ではなくて、やっぱり農家、農業

者が生産者、農作物、これをむらなく高値で売ることができる操作というか、コーディ

ネーター、ここを見つけることが大事やと思うんですよね。行政が中間に立って、エン

ドユーザーと直接取引ができれば理想ですけれども、少量のことはできるかも分かりま

せん。けど、全量となると不可能ですよね。さきの消費者コーディネーター的な役割は

一昔前は、単協のときは農協側になっとったと思うんです。けど、農協も合併、合併で、

地域の特色を生かすことができないようになっとるんが現状やと思うんですよね。です

から、このコーディネーター、ここをやっぱり行政が探していかんと、もう農業の先が

ないんと違うかなと思うんですが、ご意見ありましたらお願いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 産業振興課長 里中和樹君。 

○産業振興課長（里中 和樹） 産業振興課長 里中。 

  小林議員さんおっしゃることはもっともやと思います。国の内閣官房、まち・ひと・

しごと創生本部のほうでも、それは大きな施策の一つとして掲げておりまして、商社事
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業を出しております。そこには地域にはまだまだ知られていない農産物、あと工芸品、

あとサービス、そういう魅力的なものが数多く眠っておるんではないかと。こうした地

域の優れた産品、サービスなどを販路を新たに開拓することで、従来以上に収益を引き

出し、そこで得られた知見や収益、これを生産者に還元していくと。いわゆる商社事業

ですよね。それを地域に育てて、根づかせるため、様々な角度から支援していくと。も

う国も今はこちらのほうにシフトしておるというふうに私も考えております。ですから、

本当に議員仰せのとおり、全国各地で活躍する商社の成功事例を玉城町の農業に生かす

ということはもう必要だと私も考えております。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） そういった国の動きというものは十分承知はしておるんですが、

なかなかこれというのはやっぱり売り先が一番大事になってくるんですよね。そこをき

ちっと売れる。もう全量買取りしてくれるような、そういう商社をやっぱり見つけてい

かなあかんかなと思うんですよね。 

  私も自身のネットワークの中でそういった今動きというか、実際やっとる方も見える

んで、また紹介させてもらうし、場所は北海道なんですけれども、ちらっと言うたこと

もあるんですが、北海道の函館の横に上ノ国町というのがあるんですよ。そこは漁業と

いうか、海にも面していますもので、まず何をやり出したかいうと、ナマコの養殖をや

り出したんですよ。ナマコみたいのはどうするのという感じですやんか。そのナマコを

全量大手水産会社マルハニチロに買取りしてもろとるんです。そうしたら、水産会社ど

うするのという話になると思うんですけれども、これ、中国では乾燥ナマコというのは

高級品になるんかな。ですもので、全部中国へ売るらしいんですわ。それで、次に何を

やり出したかというと、これは写真でしか見てないんですけれども、本当にびっくりす

るような広大なトマトハウス、これをやり出したんですよね。トマトそんなにつくって

どうするのと普通やったら思いますわね。全量カゴメですって。加工品ですよね。 

  先日もＮＨＫの朝の番組「あさイチ」で取り上げてられておったんですけれども、今

度はやっぱり上ノ国町も人口減少してますもので、廃校になっとるところがあるんです

よね。そこを活用して、今度ワイナリーで、北海道ですんで、周辺市町でブドウの栽培

もやっとるみたいなんですよね。そういうので、それを利用して何とかワインを生産し

ていこうということみたいなんです。結局そのワインも中国向けやそうですわ。日本の

ワインはまた違うと。安全やとかいうような話があるみたいですね。それが私の知人で

おりますんで、ぜひともまた一遍お会いしてもらったり、できたら一緒に現地も行って

いただいたらどうかなと思うんですよね。私も微力ながらそういうようなネットワーク

もありますんで、精いっぱいお手伝いさせていただければと思いますんで、町のほうも

そういった、課長よう分かられとると思うんですけれども、商社的なもの、こういうも

のをやっぱり見いだしていかんと、もう農家は売る力ないですよ。生産するのが精いっ
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ぱい。だけど、生産するのは農家の役割。それで町はそこのマネジメントを絶対してや

らなあかんと、行政はね。よろしくお願いしたいと思います。何かありましたら町長。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 農業にかかわらず、どの事業でもそうでございますけれども、や

はり安定して経営が成り立っていくということが一番大事だというふうに思っています。

そんな中で、今議員ご紹介のように、全国各地には紹介していただけるような先進モデ

ルもあるわけでございまして、そういうところも参考にしながら、あるいはまた、今ご

質問でもございましたように、やはりプロのといいますか、コーディネートしていただ

ける方にいろんな経営面でのアドバイスをしていただくと。これは一番大事なことだな

んと、こんなふうに思っています。そういう点も農家の皆さん方にも紹介なり、一緒に

なって農業振興を強化していきたいと、こんなふうに思っています。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） そうした場合に、従来の農作物とは全く違うようなものをつくれ

と言うてくるかも分かりません。そういうときは、どうか農家との橋渡しというか、そ

こら辺は行政にお願いしたいと思います。 

  ちょっとの可能性でもしていかんことには、もう本当に模索していかんことには農業

衰退の一途をたどるだけかなと思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

  本日、２点の質問をしましたが、町長ご自身は町に対する熱い気持ちというのは私な

りにはふだんから接しとる中ですごく感じるんですけれども、しかしながら、その思い

というのはまだ不完全燃焼であるように思います。 

  最後に、後段の議員には大変申し訳ないんですが、次年度以降も引き続き町政に携

わっていくご意思があるのかを確認して一般質問を終えたいと思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 今、小林議員のご質問でございますけれども、３年９か月前に選

挙の洗礼を受けて、審判を仰いできました。多くの皆さん方のご支持、ご信託をいただ

いて今日務めさせていただいておるわけでございますけれども、やがて２年になりまし

たけれども、この２か年、新型コロナウイルスの対応をこれからも続くわけでございま

すけれども、そういった中で、今議員のご質問のございました町として大変重要な施策、

これがまだ前進させていただけていないというふうに認識をしておるわけでございまし

た。さらにいろんな町が抱える課題あるいはコロナの中での課題が明らかになりつつあ

るわけでございますので、そうした喫緊の課題に応えていく。その他の子育てをはじめ、

あるいは教育、福祉、産業振興等々前進をさせていく。誠心誠意町の発展のために引き

続き出馬をさせていただきたいと、そういう決意を持っておる次第でございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） 13番 小林豊議員。 

○13番（小林  豊） それでは、私の質問をこれにて終わりたいと思います。 
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○議長（風口  尚） 以上で13番 小林豊議員君の質問は終わりました。一般質問の途

中でありますが、ここで10分間の休憩をいたします。 

（午前10時08分 休憩） 

（午前10時18分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開いたします。 

  休憩前に続き、一般質問を続けます。 

 

〔８番 北   守 議員登壇〕 

 

《８番 北   守 議員》 

 

○議長（風口  尚） 次に、８番 北守議員の質問を許します。 

  ８番 北守君。 

○８番（北   守） ８番 北。 

  それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に基づき一般質問をさせていただ

きます。 

  今日は３点ございます。道路パトロール等、道路の管理について、それから、公園・

図書館などの充実で、子育てのできる環境の整備について、３点目は、高齢者の特殊詐

欺防止の対策についてを質問したいと思います。 

  まず１点目の道路パトロール等の道路の管理についてを質問します。 

  玉城町の道路はどこでもそうなんでしょうけれども、走っておりますとごみが落ちて

いたり、粗大ごみの時々マフラーが落ちていたりということで、缶なども捨ててあると

いうことがございます。また、道路を走っておりますと、ひび割れがあったり陥没が

あったり、さらには交通標識等、様々な表示が消えかかったりして、危険と思われるも

のが幾つか目につくことがあります。道路の障害物については、除去するというための

手段として、道路パトロールを実施されていると思うんですが、まずここで、このこと

で質問したいと思います。 

  まずその前に、道路法にも規定されておる道路管理者としての責務とは一体どんなも

のかということを先にお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員の質問に対し答弁を許します。 

  町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 北議員からのご質問の道路パトロールなど、道路の管理について

というご質問でございますけれども、玉城町が目指していく誰もが安心して暮らせる町、

そのまちづくりの中で、あるいは安心面で交通安全、安全対策、道路の管理、大変重要

なことだというふうに認識をしておるわけでございます。道路法に規定がされておりま

す道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つように維持をして、そして一般交通に支
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障を及ぼさないように努めなければならないというふうに規定されております。 

  また、平成25年に道路の維持、または修繕に関する政令や技術基準が定められまして、

維持については清掃、除草、そして雪を除く除雪ですね、その他の道路の機能を維持す

るために必要な措置を講じること、こういうふうにされておるわけでございます。 

  また、点検と修繕につきましても、橋梁あるいはトンネル、それからいろんな、これ

は専門用語ですけれども、シェッドロックスノーというふうな道路構造の部分です。大

型カルバート、そして表現として門型標識などについても定期点検要領というのが定め

られておりまして、５年ごとに近くへ行って、近接目視点検とちょっと硬い表現でござ

いますけれども、近くで点検を行う。そして、その結果を４段階に分類して診断結果を

保存しなければならないと。そして、その上で効率的な修繕を行うことと、こういうふ

うにされておるわけでございます。 

  町といたしましては、橋梁が168橋梁、そして横断歩道橋が１橋梁、跨線橋が２橋梁

を点検し、長寿命化修繕計画に基づいて必要な対策を講じております。舗装におきまし

ては、路面の性状調査に基づきまして、計画的に打ち替えを行っているというのが今の

現状でございます。 

  また後ほど、それぞれの所管のほうからもご質問によりまして答弁をいたさせますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 今、町長のほうから道路の管理については、安全・安心できるよ

うな障害物を取り除いてということで、町道の場合は町の責務ということで、通行の障

害の除去に努めるということと、それから、将来的な長寿命化を含めた計画を持って今

進めておると、こういう答弁をいただいたように思います。私はそういうことも含めて

ですけれども、いわゆる日々のそういう道を通行しておるときに、道路パトロールにつ

いて、やっぱりそういうふうなこと、例えば動物等の死骸が道路上に放置されていたり

ということもあるんですけれども、そういうことも含めて道路安全のための道路パト

ロールについて巡回を実施しておるのかどうか。どういう形態なのか。例えば定期的に

されておるんか、それともまあまあ不定期にということか、そういうふうなことでまず

は実施されておるんかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  議員の質疑の道路パトロールがなされておるのかどうかということについてお答えい

たします。 

  当課の現業職員１名おりますんですけれども、定期的なパトロール、週１回以上を実

施しております。パトロール内容につきましては、休み前や休み明け、集落間を結ぶ主

要道路１・２級幹線道路ですね、それを中心に路面状況、施設状況、ガードレールとか

防護柵等の道路附属物の目視による点検を行い、必要に応じ補修対応を行っております。 
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  また、舗装のひび割れ等、経過観察が必要な箇所においても状況把握に努め、適宜対

応している状況でございます。 

  また、台風等の異常気象が想定される場合には、事前に危険箇所の確認や資材確保を

行い、工事看板等の飛散防止対策については、各施工業者に点検を行うよう周知してい

るところでございます。通常パトロールのほか、当課職員により、現業職員以外により

町内の巡視も月１回程度行っている状況でございます。 

  また、これは通行上支障となる路面の異常や支障木の発見等でございます。また、舗

装等の異常があれば、課内で協議し、小規模なもの、緊急避難的な対応については町職

員で行い、ほかの当課職員で対応できないものについては修繕費や工事費で対応してい

る状況でございます。 

  また、補完的ではございますが、生活環境室でも現業職員がおります。ごみ収集等の

巡回時に道路状況の把握、また町内し尿業者にも同様、通行時の異常が発見された際は

通報していただくような協力を得ているところでございます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 週に１回職員をもってチェックをしておると、こういうふうな答

弁で理解させていただきました。もちろんチェック表はあるということで、こちらは理

解させていただきます。 

  それから、道路にこの頃携帯電話で異物が落ちておる、そういうふうなことですと、

すぐに一報は役場へ入ってくるんですね。そうすると、役場へ入ってきたときの国道、

県道、町道、農道いろいろとあるんですけれども、そのときにどういうふうな手順でや

るのか。お互いの部署で連絡がうまくいくのかどうか。下手すると半日も放ってある場

合もありますんで、もちろん気ついたら除去できるものはのけますけれども、そういう

ふうな今のシステムと言うんですか、それはどのように連携が取れておるんかどうかお

伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  当町の管内には国道はございませんで、県道、町道があり、各道路管理者で対応して

おるところでございます。また、住民からの電話で通報を受けた際には、直ちに現場確

認を行い、緊急処置、例えば車道にごみが落ちておるとか、県道であれ、町道であれ、

一時撤去させていただきます。県道であれば、現地確認後、伊勢建設事務所の担当課に

なります保全課のほうへ状況を報告し、対応を求めると。仮にどけた異物等を路肩へ置

いたやつを取りに来ていただくというふうな対応でございます。通行に支障がある場合

は、県道であってもごみの移動、緊急避難的な処置を行っておるという次第でございま

す。 

  以上です。 
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○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 住民の方からしたら、国でも県でも、国道はないんですけれども、

県道、町道、農道、それ関係ないんですね。特に道路、公道において物が落ちておると

いうことについては、やっぱり第一義的には役場のほうで対処していただくと。今の回

答でよく分かったんですけれども、要は現場を見に行って、それからあまりにも障害に

なるようなものは除去してくると。そういうことで今後も連携をしていっていただきた

いと思います。 

  昨今から町をきれいにする化運動が昨年から本格化しまして、各自治区でも袋を持っ

て、また回っていただくような指導を役場のほうでしていただいておるんですけれども、

住民運動として、もうそういう道路パトロールも含めて強化していっていただきたいと

思います。 

  さて、もう一つは、時々見かけるわけなんですが、外城田地区とか下城田地区になっ

てくると、雑木がかぶさってということで電線にかかったとか、いろいろとありますん

やけれども、道路上にかぶっている雑木の処理について、パトロールしているときにも

点検されておるのかどうか、その点お伺いします。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  支障木の話というふうに承りました。それについてお答えいたします。 

  先ほど述べました道路パトロールで確認しておるような状態でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 町のほうで発見した場合というのはあるんですけれども、ほとん

どが私の経験からいきますと、自治会からの要望でこの木を切ってくれへんかというふ

うなことで、要望が上がってきて初めて処理をするというのが現実なんですよね。それ

で、道路パトロールで見つけるというのはごく少ないと違いますか。どうでしょうか。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 道路パトロールは先ほど申し上げましたように、主要幹線道

路を主に回っております。生活道路の中での支障木とか、そういうのは通報によって知

ることも多々あるかと思います。対応のほうなんですけれども、倒木などの緊急という

ものやと通行に支障があることですから、それはもう当課のほうで対応させていただい

ておると。通常の支障となるんやけれども、まだそれほどすぐさま影響が及ばないよう

な格好の立木については、土地の管理者で伐採していただくのが原則となっております

ので、現地を確認した後、土地の管理者のほうへ、所有者のほうへ通知をして、伐採等

をお願いしておると。あと、カクフ線につきましては、ＮＴＴとか中電柱とかそれぞれ

の電力会社なり通信会社が所有しておるものでございますので、そこの支障につきまし

ては、おのおのの会社のほうへ連絡をして、このような状態やということを連絡して対

応してもろとるような格好でございます。 
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  以上です。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 町のほうも努力されておるということで、気がついたら、我々も

協力していくというのは、これは同じようなスタンスやと思いますんで、ぜひしていた

だきたいと思います。何で雑木の話を持ち出したかというと、雑木そのものは私有地か

ら垂れ下がるということもあるんですけれども、道路法で言うと、これは裁判すると負

けるんですね、道路管理者のほうが。これは今までも判例があったと思うんです。これ

は御存じ。知りませんか。結構ですよ。特にこれについて述べることはないんですけれ

ども、要は道路管理者の責任の範疇にあるということですので、ぜひそういう点では雑

木のほうもしっかりチェックをしていただきたいと、こう思います。 

  それから、最後に、住民の目というのはもちろん自治区さんのこともいろいろと要望

も上がってくるんですけれども、担当主管課だけでは、これは処理し切れへん問題なん

ですよね。例えば道路に陥没があったと。どこそこにあったと。それで、町長さんが自

宅からお家、役場へ来る、職員さんが来る。その間に何かがあったということで全職員

さんがいわゆるチェック者としての機能を持っておったのどうか、また持っているのか

どうか、そういう点だけ最後にお聞きしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） まず、当課の体制についてお知らせさせていただいてよろし

いですか。当課職員全員に再任用も含め、ＬＩＮＥ等でやり取りできるような格好でし

ております。それは休日、夜間等で通りかかったときに何か異常を発見したときに、直

ちに通報できるような体制を取っております。 

  それと、あと通勤とか職員の御家族等でそういう話があった場合は、こちらのほうへ

情報が入るような格好でお願いをさせてもろとるような次第でございます。先ほどの答

弁にもございましたように、町内のし尿処理業者等も町内の巡回というか、町内回るこ

とが多いんで、そういうところからも情報が上がってくるような格好で、生活環境室の

ほうから、所管課のほうからお願いをしとるような状態でございます。 

  あと、道路工夫だけやなしに、清掃員もおりますことですから、町内に出る現業職員

についてもそういうふうな話で、異常があればお知らせいただくような連絡体制を敷い

ておるということでございます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 答弁ありがとうございます。通行には安全確保を徹底していただ

くということで、常日頃町のほうも気をつけていただいておると。私がこの問題を取り

上げたのは、道路パトロールというのはまず実施しておるということをお聞きしたんで

すけれども、これは道路にごみが散乱するとかということで環境の問題も関連するんで

すよね。そういう点でやっぱり町の美化ということで、今後も道路パトロールというの
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は強化していっていただきたい。全員野球でやっぱりやっていただきたいと、こういう

ふうに思います。 

  続いてよろしいですか。２番目の問題ですけれども、公園・図書館などの充実で、子

育てのできる環境の整備についてお聞きします。 

  子供の遊べる広場が欲しい、図書館が欲しいなどの素朴な意見をいただきました。町

の公園には遊具が少ないので、増やしてほしい。夏に噴水のある公園があればいいのに、

町の公園の遊具が古くて汚い。また、図書館にはキッズルームを設けてほしいといった

いろいろな意見をいただきました。このことはもう既に役場のほうでも承知しておると

思いますものばかりですが、改めて質問させていただきます。 

  まず、玉城町における公園の数はどのくらい、この40平方キロ強の面積の中で都市公

園と言われるもの、農村公園と言われる身近な公園がどのぐらいあるのか、まずはお聞

かせ願いたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  お答えいたします。 

  公園の種別としましては、町が管理する都市公園、都市公園というのは市街化にある、

用途地域内にある公園を指します。あと、農村総合モデル事業というので昭和の時代に

整備した農村公園、また自治区管理の公園、この大きく３種類ございます。 

  ご質問の都市公園、農村公園の箇所数でございますが、都市公園は７か所、農村公園

は９か所でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 農村公園といいますと９か所というと、ちょっとあれですけれど

も、各字に公園があるように思うんですけれども、公園の数は特に公園法で定められて

おりませんですよね。 

  それから、次に、そのことはお聞かせ願ったとしても、都市公園法で言う住区基幹型

公園、これが児童公園を含むということになっておりますけれども、玉城町として0.25

ヘクタール、２反半以上が基準ということですけれども、これというのは、公園は各自

治区にあるんでしょうか。なければ、どのようにされるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  先ほどの答弁にちょっと付け加えさせていただきます。 

  都市公園、農村公園のほかに自治区公園というのが10か所ございます。今お尋ねの住

区基幹型公園、これにつきましては、都市計画法に基づく住区基幹公園は、面積や住居

区域からの範囲で街区公園、近隣公園、地区公園の３種類に区別されるものでございま

す。当町で該当する公園は、街区公園に当たるものが香雪園の１か所、近隣公園は４か

所で、城東団地の近くにある城東公園、城北公園、これは改善センターの中に入ってお
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る公園でございます。あと、佐田山区画整理でできた佐田１号公園、佐田２号公園、地

区公園としましては、中学校を除く城山の部分なんですけれども、それが１か所ござい

ます。住区基幹型公園以外で特殊公園に該当するのが風致公園として的山公園が１か所

あると。これらが都市公園に該当するもの計７か所でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 結論的には、玉城町内で公園が幾つ必要やという、そういう定め

はないということで、今数はいろいろとお聞きしたわけなんですが、そういうことに

立っておるというふうに認識してよろしいんですか。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  お答えいたします。 

  玉城町都市公園条例の第１条の２というところに、住民１人当たりの都市公園の敷地

面積の標準というのがうたわれてございます。町区域内の都市公園の住民１人当たりの

敷地面積の標準は10平方メートル以上とし、市街地の都市公園の当該市街地の１人当た

りは、敷地面積５平方メートル以上とするということで、ここでうたわれとる市街地と

いうふうな概念でございますけれども、住宅密集地になってくると、やっぱり場所がな

いということで、基準のほうが低く定められたというふうなご理解でお願いいたします。 

  質疑につきましてお答えすると、農村公園全９か所で１万3,186平方メートル、都市

公園７か所で合計14万8,530平方メートルということで、それを１人当たりに換算いた

しますと都市公園の14万8,530平方メートルをちょっと端数切らしてもろて悪いんです

けれども、申し訳ないんですけれども、１万5,000人で割り戻しますと、9.9平米になり

ます。あと、県営公園でございますけれども、大仏山公園というのが玉城町、旧小俣町、

明和町の３市町にわたりありますんですけれども、そちらのほうが37万2,000平米とい

うふうなことで、この大仏山の都市公園を含みますと、１人当たり45.48平米というふ

うな形で、条例上のその辺の１人当たりの標準面積というのは町内だけで9.9平米でご

ざいますけれども、ある程度満たされておるというふうに思います。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 今の課長のほうで条例等のことで基準は満たしておる、あるいは

場所がないのでという回答でしたので、今はアスピア玉城というのは比較的小さいお子

さんの子育てのできる世帯を１つ対象にしていますので、では、自由に遊べる空間はあ

るんですけれども、城山公園、的山公園は別にいたしまして、小さなお子さんというの

は自分のところの近くの公園へよく遊びに行くんですね。それでお子さんを遊ばすため

にも、乳幼児の方が遊んでもらうということはもちろんですが、特に低学年の小学校の

子らがブランコやボール蹴りなどで遊んでいる姿を見かけることがよくあります。それ

で、既存の公園も少しやっぱり遊具を増やしてもらうとか、ブランコと鉄棒と滑り台は

あるんですけれども、もう少し何か遊具を増やして、隅でいいんですから、増やしてい
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ただきたいなというふうな要望もいただきました。 

  それで、どういうイメージかと。もうそのおっしゃってみえた方は、例えば１つの例

ですけれども、もちろん近くに公園があるということはすごくありがたいと。そやけど、

今イメージとして思っているのは大仏山公園や、それから宮リバーというふうな、あん

な広場、公園が欲しいんやと。玉城町で言うならばお城広場ございますよね。お城の公

園とお城広場を今回改修という計画もあるんですけれども、あそこに蒸気機関車ありま

す。遊具というと、本当に２つか３つ、２つぐらいあるんかなということで、やっぱり

子供たちが遊べる、そういうふうな遊具を設置してほしいと。ちょっとジャングルジム

というのはどうなのか、肋木もどうなのかと、いろいろと分かりませんけれども、あそ

こで少し休ませていただいて、それから、これから次の質問になるわけですけれども、

村山記念館の中に図書館の改装ということであって、もしキッズルームというものがで

きたら、そこで休ませてもらいたいと、こういうことですので、そういうふうな近くに

遊具や、また遊具の古くなったものを塗装するとかという、また点検も含めて、そうい

う考えはあるのか、ないかお聞きしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  質疑にお答えいたします。 

  都市公園、農村公園の遊具につきましては、毎年保守点検、これも砂場の大腸菌検査

も含め、点検しておるような格好でございます。農村公園は自治区管理でございますの

で、点検結果を自治区のほうへ連絡しておるような状態でございます。 

  あと、自治区管理の農村公園以外に児童公園や自治区公園というのがございます。そ

ちらにつきましては、点検とか維持管理に必要な修繕等されたものにつきましては50％

の補助をしておるような格好です。 

  あと、町が管理いたします都市公園につきましては、今現在遊具の増設等の計画等は

ございません。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 今、課長のほうは点検のことはおっしゃってみえたんですけれど

も、遊具を増やすという、そういう視点というのはございますんでしょうか。ここは都

市公園ですね、今の管理してみえるところ。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  遊具を増やす計画というのは、都市公園についてはございませんと先ほど答弁させて

いただきました。 

  あと、自治区管理の農村公園や児童公園等につきましては、設置の要望があれば50％

の補助をさせていただくと。あくまでも助成というふうな形になります。 
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  以上です。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  お城公園の遊具の増設のお話なんですけれども、９月でも先ほど議員おっしゃられま

したように、工事のお話が出たところですけれども、遊具を設置するとなると、お城の

遺構を傷めてしまうということもございますので、今のところ、お城公園についての遊

具の増設の計画はございませんので、よろしくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） これは行政サイドのことやと思いますけれども、よく分かりまし

た。 

  それから、もし遊具を設置するような機会がございましたら、普通のブランコという

よりも、この頃ユニバーサルブランコ、誰でも利用できるブランコということで、小さ

いお子さんから障害者の方まで使えるようなブランコもありますんで、ぜひまたよろし

くお願いします。 

  それから、もう一つは、公園でも特色ある公園というのがやっぱりあるんじゃないか

と思うんです。それで、玉城町はまるっきり都市公園と農村公園というふうにしていた

だいたんですけれども、例えば交通公園というふうなことも前の例にもあります。過去

にもほかの自治体でもあったんですけれども、そういうふうなことというのは考えては

おられませんでしょうか。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  特色ある公園についてお答えいたします。 

  特色ある公園としては、平成31年５月に水辺の楽校が開校しました。水辺の楽校は、

自然学習、環境学習の場、せせらぎ水路散策等がございます。あと、宮川へ関心を持て

る場としまして、治水の歴史遺産としてヒャッケンマネ等を知っていただく場所でもあ

ります。あと、玉城町の周辺施設と連携しまして、高水敷を利用した多目的利活用、各

種イベント、バーベキュー、防災訓練等を考え、設置しております。 

  開校より数年経過しまして、国土交通省が事業再評価をしたところ、課題として、せ

せらぎに魚類等が生息していないことから、国交省のほうから再整備ということで、生

息できるようなせせらぎの改善を図るということをやるんやということをお聞きしてお

ります。その事業につきましては、令和４年、５年の２か年で、具体的に申しますと、

せせらぎの角を狭めたり、もうちょっと変化をつけて、それと魚類が生息しやすいよう

に、川底に細かな、砂よりも細かいシルトと言うんですけれども、コケみたいなぬるっ

としたのが川底に定着して、それが生息域にはよくないということで、紙で堰を設けま

して、それを定期的に開放することによって水の流れを強弱つけることによって堆積物
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を除去するような工夫をするというふうなことを国交省はやっていただけるということ

でお聞きしております。 

  あと、将来的には高水敷を利用しまして、伊勢市のほうへ遊歩道なりというふうな構

想もあるみたいなことをお聞きしていますけれども、まだ具体的にはちょっと決まって

おりませんので、あくまでも構想という時点でございますけれども、何らかそういうふ

うな今後の河川の高水敷の整備についていろいろ案があるような格好でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） ちょっと認識不足でしたんですけれども、水辺の楽校というのは

河川公園なんでしょうか。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  今、ご質問の河川公園であるかというふうなことでございますけれども、水辺の楽校

というのは、河川のその辺と庭内敷地を利用した緑地帯というふうな位置づけでござい

ますので、公園指定はしておりません。 

○８番（北   守） 了解しました。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） とにかくどんな公園で、名前であろうとなかろうと、小さいお子

さんが遊べるスペース、そういうのをやっぱり町も積極的に子育て、子育てとおっしゃ

るんでしたら、そういうところにも力を入れていただきたい、こういうふうに思います。 

  それから、これと関連して、いわゆる村山記念館の改装というのは、もう既にお話を

いただいておるんですが、図書館法で定められた図書館、これはほかに新しい図書館を

建てる計画があるんか、まずその点からお伺いしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  議員のおっしゃられる図書館法に基づく新しい図書館という計画は今のところでござ

いませんで、今の村山龍平記念館にございます図書館をこの度改装するということでご

ざいます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） ということは、今の村山龍平記念館の図書館を図書館として位置

づけて、現時点での話ですけれども、いきたいということですけれども、図書館でいう

条件というのは御存じだと思います。図書館法の中には図書館協議会というのをつくっ

て、司書も置いて、職員の資質も向上していただかなあかんわけです。それで、ある程

度のスペースも必要なんですよ。そういうことを含めて、村山記念館は資料館と図書館

ということで銘打ってやれば、これはまたいいんやないかと思いますけれども、ここで

私が質問したのは、お城広場で遊んだお子さんが少し休憩、城山、歩いてきたお子さん

は少し休憩するのに、キッズルームというのはやっぱり考えてほしいなと。本当に今の
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図書館を見ておりますと、閲覧室はあってもキッズルームは全くない状態ですよね。そ

ういう点でやっぱりキッズルームと言うんか、そういう館内をもし改装をするというこ

とであれば、乳幼児さんを対象にした騒いでもいいというような、そういうスペースを

つくる、そういうお考えはありませんか。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  現状の図書館の計画なんですけれども、幼児や高齢者の方、小・中学生が読書に親し

み、学習できる場としての図書館を考えておって、部屋も読み聞かせができる部屋、そ

して、ゆっくり読書ができる部屋、そして、学生が勉強、自習する、学習する部屋を今

考えております。 

  今、いわゆるキッズルームの部分なんですけれども、隣接する、これは町の文化財に

はなるんですけれども、奥書院というのがございまして、その奥書院を、これまたいろ

んな議員さんにもまた聞かさせてもらわなければならないんですけれども、そこを改装

するなりをして活用するという意味で、読み聞かせのスペースもそちらのほうに設けれ

ればなというふうには考えております。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） まだこれからのお話、進行中のお話ですので、このぐらいにとど

めて、とにかく要望させていただきたいと思います。何でかというと、ブックスタート

というのは御存じだと思います。まずブックスタートについてはちょっとできれば説明

をお願いしたいんですが、どういう制度、どういうものかということがあれば、よろし

いですか。いけやんだらもう結構です。ブックスタートの意義は分かってますんで。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室長 中西。 

  ブックスタート、議員がお尋ねされたブックスタートの件なんですけれども、７か月

相談時にブックスタート券というのを配布させていただいております。それというの

は、、絵本を通じて親子の触れ合いの時間を持ってもらったりとか、絵本に興味を持ち

始める時期に絵本を見て、親子の親しむきっかけを持っていただきたいというのを趣旨

としてブックスタート券というのを配布させていただいております。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 私もこのことは触れた。20年前です。乳幼児６か以上の方が、も

うこれから本に親しんでもらうための制度やということで、今実務的なことを説明して

いただいたんですけれども、お子さんの情操を高めるためにはキッズルームあるいはと

いうことで、今、奥書院のお話もあったし、ということで積極的に子供たちが安心して

声を出せる、そういう場所をぜひ設けていただきたい。 

  それから、今日は図書館でも一般の方が利用するという観点からで話しておりません
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ので、乳幼児子育ての世代の方が利用しやすい図書館ということで、これからも図書館

や公園等をやっぱりそういう方々が子育てに邁進できるような環境づくり、そういうの

が町の責務であろうし、町長のある意味責任ではないけれども、町行政のやるべき方向

やないかと考えておりますので、今日は質問させていただきました。 

  続いてよろしいですか。３番目。 

○議長（風口  尚） はい、どうぞ。 

○８番（北   守） 高齢者の特殊詐欺の対策についてですが、これはもう新聞でも何

回でも報道されておりまして、ＡＴＭでお金を下ろしてだまし取られたニュースが紙面

をにぎわすようなことが再々あるわけなんです。それで、警察も役場も特に高齢者の集

まりがあれば啓発をしていただいております。いろんなチラシも頂きました。私もそう

いう仲間入りしておりますんで、なかなか他人ごとということで、お年寄りの方も含め

て一向に理解されていないんかなと思うんですけれども、先日、電話で、これは実際

あったんやけれども、振込詐欺に遭ったという話を聞きました。これは役場でも多分報

告もしてないと思うんですけれども、これは未遂に終わったわけなんですが、こんなこ

とがあると、年寄りというのは電話１本でおびえるわけです。特殊詐欺というのは、御

存じのようにオレオレ詐欺というのは昔からあるんです。還付金詐欺がこの頃はやって

おります。それから督促状を出すよと、どうのこうのという、そういう詐欺が10種類ほ

どに分けられておるということで聞いておるんですが、ここでこの方がおっしゃるには、

この方と言うんか、私が思うには、詐欺に遭わないことはないと思うんですけれども、

遭わないための工夫として、警察は繰り返し何回でも啓発、役場も啓発していますが、

役場として主に高齢者を詐欺の被害から守るためにどんな啓発を常日頃しておるのか。

例えばこの間、警察のほうからも高齢者の集会のときに行ったんですけれども、こうい

うチラシも出しております。それで、出しておるんですけれども、相変わらずそういう

ことについてあるんですけれども、今、役場としては、その対策としてどういう啓発を

されておるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 生活環境室長 山口成人君。 

○生活環境室長（山口 成人） 生活環境室長 山口。 

  町としてどのような啓発をしているかでございますが、まず最初に、特殊詐欺の現状

について少し触れさせていただきたいと思います。 

  議員おっしゃるとおり、特殊詐欺は、令和２年の１月からオレオレ詐欺のほか、預貯

金、架空料金請求、還付金、融資保証金、金融商品、ギャンブル、公債あっせん、

キャッシュカードのすり替え、その他の特殊詐欺の10種類に分類されております。手口

も様々で、親族をはじめ、警察官、金融機関職員、自治体職員や百貨店の店員など、

様々な人物を名のり、また交付形態につきましても、ＡＴＭでの振込、自宅での現金の

受領など、日々変わっている状況でございます。 

  警察署の資料によりますと、令和２年の特殊詐欺の認知件数は、全国で１万3,550件、
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被害額は285億2,000万円と、前年につきましては１万6,851件、315億8,000万円に比べ

て減少している状況でございます。被害額につきましては、過去最高となりました平成

26年の565億5,000万から約半減しておりますが、高齢者の被害が約85％を占めとる状況

でございます。 

  また、最初に用いられたツールとしましては、電話が86.9％と、ほぼ大半を占めてお

ります。予兆電話の件数でございますが、９万8,472件の認知でございますが、これは

あくまで警察への通報件数でございまして、実際には何倍もの予兆電話が発生している

と考えられております。 

  また、三重県下の令和３年の被害状況でございますが、10月末現在、93件、伊勢署管

内で８件、玉城町で１件の被害が発生しておる状況でございます。 

  ご質問の町としてどのような啓発をしているのかでございますが、玉城町では現在、

伊勢警察署管内で未遂も含め、特殊詐欺事件が発生した場合、ファクスで情報提供がさ

れてきます。その情報を基に防災行政無線で呼びかけ、被害防止に努めております。そ

のほかケーブルテレビやホームページ、また金融機関への啓発依頼などを実施してまい

りました。８月２日にＪＡ玉城支店様が窓口で１件未然に防止いただき、警察署より感

謝状が贈られておりますが、前日に町内金融機関へ出向き、啓発依頼していたところで

ございます。 

  また、老人会等の会合に警察と連携し、講話などによる啓発を実施してまいりました。

その他伊勢警察署で現在、電話機へ設置いたします通話録音警告装置の貸出しも実施し

ている状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） 多岐にわたって啓発活動をしていただいておるということはよく

分かりました。何はともあれ65歳以上の人口というのは大体玉城町で３割、約四千二百、

三百名お見えになるんかなと思うんですけれども、まだまだしっかりしてみえる方は大

半おりますけれども、その中でも言葉巧みに物を言われますと、やはり電話がかかって

きただけでびびってしまうというのが本当に本音やと聞いております。 

  そこで、１つ提案なんですが、被害防止のために電話機の前に、今録音とかそういう

ふうなことで対策を講じておるということを聞いたんですけれども、まずは電話機の前

に何か大きな字で貼るものがあったらどうやろうなということで、電話をまず受け取ら

ないというのは原則なんですけれども、大体年寄りは取ってしまう人もおるんです。

取ってしもうて内容を聞いたときに、還付金ですよとどうのこうのという話になってく

ると、まず警察か役場に確認をするという、こういう文言、マニュアルをつくっていた

だくと、それから連絡先はどこですよ、ここですよというふうに書いていただきますと、

電話機の前でも、あるいはステッカーでも、大きな字でとにかく書いてもろたらいいん

ですけれども、そういうふうなことを高齢者の方に配布するお考えはあるんかどうかお
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聞きしたいと思います。 

○議長（風口  尚） 生活環境室長 山口成人君。 

○生活環境室長（山口 成人） 生活環境室長 山口。 

  まず、最初に用いられたツールとしては、やはり電話が多いというようなことからい

きますと、有効な手段の一つと考えております。配布方法等につきましては、ちょっと

今から検討していかなければなりませんが、ぜひその方向で何らかの形で配布をしてい

きたいと考えております。 

○議長（風口  尚） ８番 北守議員。 

○８番（北   守） ぜひそういう方向、希望者だけでも結構ですので、そういうパウ

チでつくったものでも構いませんので、Ａ４ぐらいの大きさで書いていただいたら、各

戸へ配布せんでも欲しい人、取りに来てくれませんかと。配りますからとかいうふうな

ことで、ぜひそこら辺は今の回答でと思います。全国的にも後を絶たないこの問題につ

いてはいたちごっこになっておるんですよ。何はともあれ、高齢の世帯と言うんか、年

代の高い人というのは役場への信頼度はすごい高いんですよ。それで、役場の言うこと

は正しい。だから、逆に役場が間違うとったら何で間違うとるねというところまで来る

わけですよ。そこら辺で役場の言うことは正しい。いや、だから役場からそういうもの

を配ってもらうことはありがたいものやというふうに受け取ると思います。 

  それから、またほとんどの高齢者の方、玉城町のホームページを見てほしいという言

葉は、これは通用いたしません。私も言いました。玉城町のホームページに載ってます

よ。そんなもの見とるわけないやないかと、こういうふうな方もおりました。方もです

よ。それから、パソコンを開く機会もないと。もちろんそれに精通してみえる方は別で

すけれども、そういう方と言うんか、75を過ぎてくるとちょっとなかなか面倒くさいん

かなというふうにも記憶するわけなんですけれども、ぜひそういう点もお含みおき願っ

て、よろしくお願いしたいと思います。 

  それで、最後に、以前に質問しました広報広聴ということで、広報については広報た

まき、これはちょっと変わってきたなというふうに思います。といいますのは、伊勢警

察署へ連絡くださいだけではやっぱり高齢者は分かりません。役場にも電話でご一報く

ださい。広報、ホームページ見てくださいだけではやっぱりいかんということで、

ちょっと変わってきたのかなと。それで、広報たまき、ホームページについても問合せ

欄がすごく大きくなりましたねですね。これは改修していただいた成果やと思います。 

  それで、そこで職員の皆さんにちょっとお願いであるんですけれども、年寄りはデジ

タル難民、いわゆる難民なんですよ。時代とともにそういう世代というのは増えて、だ

んだん変遷していくんですけれども、そういうことを考えますと、やっぱり難民やとい

うことも含めて、個人の意見、それから匿名の意見も含めて意見箱をやっぱり設置して

いただくということも物を言える方は別ですけれども、そういうふうな形でお願いした

いと思います。 
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  ちょっと長くなりました。すみません。今日の質問は、道路パトロール等の道路の管

理について、これは一般的な質問をさせてもらいました。全町民向けの質問とさせても

らいました。 

  ２点目の図書館などの充実で、子育てのできる環境の整備、これは子育て世代に視点

を当てて今日は質問させてもらいました。 

  それから、３番目の高齢者の特殊詐欺防止の対策について、これは高齢者に当てさせ

てもろうて、ちょっと３つバランスが悪かったのかどうか分かりませんけれども、一般

質問をいろいろと考える中で、こういうふうな構成にさせてもらいました。 

  長々と質問させていただいたんですけれども、以上で私の質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（風口  尚） 以上で、８番 北守議員の質問は終わりました。一般質問の途中

ですけが、ここで10分間の休憩をいたします。 

（午前11時13分 休憩） 

（午前11時22分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開いたします。 

  休憩前に続き、一般質問を続けます。 

  少しお昼が回るかと思いますけれども、よろしいですか。ご了承願います。切るとい

うわけにいきませんので、続けてまいりたいと思います。 

 

〔11番 奥川 直人 議員登壇〕 

 

《11番 奥川 直人 議員》 

 

○議長（風口  尚） 次に、11番 奥川直人議員の質問を許します。 

 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 11番 奥川。 

  それでは、議長のお許しを得ましたので、一般質問させていただきます。 

  今回は、３点ございまして、１点は、玉城町地域の未来を考える住民アンケートにつ

いて、２つ目が、町政４期16年、長い間、町長にお世話になっていますが、それの成果

及び諸問題、諸課題があればということです。先ほど前段の議員さんが聞かれましたが、

５期目をどうするんですかと。もうやるということですんで、それに併せて少し変更し

ながら質問させていただきたいと思います。 

  それでは、まず１点目ですが、玉城町には多くの課題があります。これは私も日頃か

ら皆さんにいろいろお話をしていますが、この多くの課題は対応がうまく講じられてい

るかなというと、いやいや、まだまだ不十分だというふうな感じで私も受け止めており

ます。 
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  それで、先ほど前段の議員さんも農地とか農業の問題とか、この政策も課題ですし、

また、働く場の拡大とか、財源確保、企業誘致、産業振興、これもまだ課題だと。玉城

町でも先般、交通事故で亡くなられた死亡事故がありましたけれども、やはり安全・安

心を守るための道路整備、これもまだ大きく問題があるなと。そして、今まで多額のお

金をかけてきておりますが、なかなか形にならない観光政策、これも議論をしたいとこ

ろでありますけれども、今日は今、町民の皆さんに行われておりますアンケート、これ

が最も身近で重要なことだと判断をしまして、玉城町地域の未来を考える住民アンケー

ト調査についてお聞きをしたいと思います。 

  住民の皆さんからも何なの、これというふうな意見も多く聞くわけでありますけれど

も、恐らくこれはアンケートが何のために、何の目的を持つアンケートなのかというこ

とが十分示されていないから、町民の皆さんは何なのこれと。急に来たよということで

あります。いわゆるアンケート結果の精度、質が低下しないんかなと、こんなふうに軽

く受け止められると、なかなか求めている回答が出ないということもありますので、そ

んな気がしております。 

  そこで、この場でテレビを見ておられます皆さんには、行政から聞いたこの事業内容

について少し説明をさせていただきたいと、このように思っています。 

  この事業は、昨年６月議会で予算化をされました。予算は今年1,500万円、来年が

2,200万円、再来年の令和５年も2,200万円、合計5,900万円の国の地方創生の採択を受

けた事業でありまして、そのうち今年は1,500万円の事業を行う計画であります。この

お金でありますけれども、これは国が750万円、そして、町費の中の基金から750万円と

しております。 

  そして、この事業目的でありますが、各小学校校区、いわゆる外城田、下外城田、田

丸、有田地区、この４地区のコミュニティ形成と地域課題の解決などによって、町の持

続発展、地域活性化を目指したいというもので、先ほど申しました1,500万円をかけて

現状の課題分析、いわゆるアンケートを取って、その結果を出して、その結果から３月

末にはコミュニティ基本方針をつくろうという、こういった計画であります。しかし、

私たちは６月以降、議会に具体的な推進について報告がありませんでした。このアン

ケートを見て、私、びっくりしたんです。ええと思って。考え方や進め方など、内容は

議会に報告されていないということでありまして、議会としても都度、我々としても確

認をする必要があったのかなというふうには思っています。 

  そこで、今日はこの場で皆さんとともにこの事業について検証してまいりたいと、こ

のように思っています。 

  まず、このアンケートの目的は本当に何なのかということであります。御存じか、御

存じでないか分かりませんが、このアンケートは小学校４年生から中学生、これは全生

徒に対してアンケートを取ります。18歳以上の大人も全町民に対してやるということで、

多くを対象としています。ですが、私は小・中学生に何を求めるんだろうかと。大人の
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人にはどのようなことを求めていこうとしているのかということです。そして、小・中

学生はほぼ900数十名だと思います。成人対象者数はおよそ１万3,000人、いわゆる１万

4,000人ほどを想定した対象者となりますが、この対象者数は何人で、回収率予測は何

人か。そして、このアンケートの作成から、いわゆる印刷から郵送代、そして回収をし

て、そのアンケート分析は恐らく委託をするんだろうと、このように思ってますんで、

この業者はどこで、幾らかけるのか。いわゆる小・中学生に求めるもの、成人に求める

もの、対象者数、回収率、それで幾らの予算なのか。これは郵送とか、その辺ですね。

あと、業者委託で分析する。今年こんな方針になりますという形になるんで、この辺の

費用を教えていただきたいと思います。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員の質問に対し答弁許します。 

  町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 奥川議員から、現在行っております玉城町地域の未来を考える住

民アンケートについてのご質問をいただきました。 

  まずはご質問に関しまして、アンケートに先立って実施をさせていただきました地域

懇話会を開催をさせていただきました。ずっとこの四、五年続けてきたわけでございま

すけれども、昨年はコロナの影響で開催ができなかったわけでございますが、緊急事態

宣言の解除を受けまして、11月の上旬から中旬にかけて小学校区別の地域懇話会を今年

はワークショップ形式で実施をしたわけでございます。区長さんをはじめ、約80人の

方々にお集まりをいただきました。持続可能な地域づくりについてご意見を賜ったとこ

ろでございます。 

  現在、玉城町の過去５年ごとの国勢調査の中でも明らかになってきておりますけれど

も、年間約60ないし70人が減少の傾向に玉城町も移ってきておる状況でございますけれ

ども、新しい開拓や区に属しない人口が増加しておるのも現状でございます。そんな中

で、やはり地域のつながりの希薄化が及ぼす影響が懸念される。そんな中、小学校区の

つながりが強いといった玉城町の特徴を踏まえて、小学校区を中心にした地域づくりが

推進できないかと、こういう事業を立てたところでございます。 

  アンケートでは、住民が考える地域課題や、今後の地域活動への参加意向などについ

て質問をしています。今回は世帯代表ではなく、老若男女を問わず、住民皆さんの意見

を伺いたいという考えから、小学校４年生以上を対象としております。配布に当たって

は、区長さん方に大変ご理解を賜って、お世話いただいております。この場を借りて、

改めてお礼を申し上げる次第でございます。 

  また、回答を今月22日までとしておるわけでありまして、ぜひ皆さんの御協力をお願

いをするものでございます。 

  調査結果につきましては、今回同時に実施しております区長アンケートや支援団体ヒ

アリングの結果と併せて、来年２月までに取りまとめ、その後、ホームページや広報た

まき、ケーブルテレビなどで報告する予定でございます。これらの取組を通じて、まず
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は地域の状況や思いを知る。また来年度以降では、この結果を踏まえて共通する課題に

ついて試行的にやってみる。そして、継続できる仕組みにつなげるといった地域と町と

の協働を推進し、持続可能ないきいきとした地域づくりにつなげてまいりたいと考えて

おります。 

  先ほども議員の中からもありましたけれども、この事業につきましては、国の地域再

生計画の認定を受けて、交付金を活用しながら、令和３年度から５年度にかけて実施す

るものでございまして、今年度の予算につきましては、本年６月議会で委託料で1,500

万円をお認めいただき、その後、業者選定を行い、実施をしているものでございます。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  奥川議員のほうからありました回収率であったり契約会社、それから金額について少

し補足をさせていただきます。 

  今回のアンケートにつきましては、この事業者選定、プロポーザルという方式で公募

で実施をさせていただいておりまして、その後、業者決定をいたしまして、地域問題研

究所という、これは名古屋にある会社が受託を決定をいただきまして、事業の実施のサ

ポートをしていただいているという状況でございます。契約につきましては1,372万

8,000円ということで、予算は1,500万円でしたけれども、今の契約としましては、今ほ

ど申し上げた1,380万程度の額で契約をしておるというところでございます。この事業

提案の中にこのアンケートについての項目というのが入っておりますので、このアン

ケートだけを切り出して金額というのが今分かりづらい状況にあるということでござい

ます。 

  それから、回収率の目標はどんなものかというお尋ねもいただいておりますけれども、

最近のアンケートの結果を見てみますと、総合計画で40％程度、男女共同参画の率につ

いては40％程度ということなので、何とかこの40％というのは超えていきたい。できま

したら過半数といいますか、半分のところを目指して、今ご案内をさしあげているとい

うところでございます。 

  ひとまず以上でございます。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 小学校にはどういうものを求めるのかね。特に小・中学生に何を

求めるのか、これを聞きます。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  答弁漏れがございました。失礼いたしました。まず、小・中学生に何を求めるんだと

いうところでございますけれども、こちらのアンケート、地域の未来を考える住民アン

ケートというところでございまして、どうしても主役というのは今の小学生、中学生と
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いうふうなところになってまいりますし、その地域に関して一度お考えをいただくとい

うところも、今子供たちが何を思っていて、どんなことを考えるんだというふうなとこ

ろをこういったアンケートで統計として分析をしたいということで対象とさせていただ

いたというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 子供たちに地域も含めて何を求めるのか。非常に難しい。私もそ

の小学生のアンケートを見せてもらいましたけれども、あまり大人の質問と大きく変わ

らないということで、非常に難しい質問をして、どれぐらいの精度の、どれぐらいのも

のを期待していくだろうかなということを感じたわけでありますし、内容もちらほら

ちょっと地域の問題とか、あなたが住んでいる地域とか、地区とか、いろんな言葉遣い

がありますもので、子供たちは地域なのか地区なのか自治区なのか、もうこの辺の混乱

をしてしまうんではないかなというふうに思ったりしています。一応そんなことも含め

てしていますが、大人の方にどういうものを求めていくのか。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  今回のアンケートの目的につきましては、住民の皆さんが考える地域課題であったり

とか、今後の地域活動への参加意向というのはこちらで大きく書いております。 

  また、今現状、前段で町長のほうからも話ありましたとおり、転入の方がたくさん増

えているというのは１つ新しい開発によって世帯が増えている。これは国勢調査でも人

口は減っておりますが、世帯が増えておるというような現状なんです。そういった現状

がある中で、一方でその地域の中の人口というのは高齢化であったりとか減少を迎えて

いるというところもありまして、まず地域といったときの、その地域とはどの単位を言

うんだろうか。さらに自治区離れが進んでおるというふうなところが、失礼、自治会離

れと言うんですかね、区に属さない方が増えているというふうな現状も踏まえまして、

今、ちょうど玉城がそういったような過渡期であるというようなところをまず一旦整理

をして、どういうところを目指していくんだというところを浮かび上がらせたいという

思いで、今回のアンケートを実施したというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 何となく分かったんですが、なぜ１つは校区にこだわるのかとい

うことであります。まず進め方に、いろんな聞き方で、進め方です、この事業について

ですが、この小学校区を対象とした活動に対しまして、私は恐らくこれは６月３日の全

協でこの説明を受けたんです。そのときに私はこう申したと思うんです。役場、過去か

ら何年間と、先ほど町長がお答えされましたよ。小・中学校の校区内の区長さんと地区

懇談会を開催をしてきておるわけであります。この事業を行うことで、今までよりこの
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校区がどうよくなるんか、または何がよくなるんだろうということなんで、私が言った

は、それよりもまずやっぱり自治区そのものの活動支援を優先に支援すべきだというふ

うな提案をして、全く私はまるっきりこの事業に賛成したわけではその当時ないんです

けれども、そういうことを申し上げています。 

  町内のどこの区においても自治区はもとより課題も多いんです、自治区は。そして、

区長さん、役員さんは自らの区をさておいて、校区の活動と言われても、いやいや、

ちょっと待ってくれへんかと。こういうふうになるんじゃないかと思います。区内です

らやっぱり人材不足だと。皆さん、しょっちゅうおっしゃってますやんんか。中で対応

は難しいと思うんですよ。そんな校区までやろうと言ったけれども、そこまで手が回ら

んわというふうな結論にならへんのかなとちょっと危惧するところです。 

  今回でも、今でも重要なのは自治区防災組織をつくりましょうねとお願いしてやって

もらっているわけですが、役場の皆さん、それぞれ担当の室長さんも含めて、課長さん

も含めて、自治区の人材不足でうまく進まないんやと、こんなことを平気で皆さん言う

とって、自治区は本当にうまいこと回っとるんかなということ自体が、この校区の取組

というのがいいんかなというふうに思います。御存じのように、自治区自体も、町長も

申されましたが、近年やっぱりコミュニティが不足している。自治区内もですよ。今ま

ず自治区への支援を充実させるべきではないかと、このように考えています、私は。 

  そして、それと、この事業企画でありますけれども、私はいかに役場が町内や自治区

町民の事情を知らないのかなと。この企画すること自体がですよ。見ていないのかなと。

このことを、こういう校区でやるんだということは、本当に区のことや町民のことや町

内のことをいかに行政の皆さんが理解しているのかなと。そういうことを物語っている

んじゃないかと。ちょっと少しきついような話をしますけれども、いわゆるもう机上の

話ではないんかなと心配をします。まずは自治区がうまくいく。自治区がうまく運営さ

れることが最も重要だと、このように思いますし、それが満たされてから、じゃ、広域

的に地域を見たらどうやと。それは各自治区にいいところ、悪いところありますから、

それを平準化するためには地区で、地域で考えればいいじゃないかと。これが普通の常

識ではないんかなと、こんなふうに思っています。 

  校区、校区と言っていると、自治区自体がオーバーワークにもなる可能性があると思

います。自治区が下手をすると、やっぱりもう行政のこんなの参加したくないわという

ふうなことも出てくる可能性もあるんで、そこで町長にお聞きをしますけれども、この

今の社会情勢の中で、自治区の運営や安定性が今重要だと思いますけれども、町長はど

のようにお考えですか。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 玉城町は誕生して66年、そして、それぞれ旧村、外城田、田丸、

有田、下外城田、その中に自治区がある。もちろん自治区のいろんな自主的な活動に対

しても町として連携をしながら支援をさせていただいとると、こういう状況がございま
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す。しかし、自治区の中の事情も随分変化があるんです。地域によっては、かつては子

供さんがいた自治区もほとんどでございましたけれども、中にはもう子供さんがいない、

あるいは見えても１人か２人と、こういう自治区も現実あるわけでございます。やはり

今もそれぞれの例えば旧の村で自治区の皆さん方が、おらが村の、そして外城田の校区

を盛り上げていこうという、こういうすばらしい伝統があって、それぞれの校区が残っ

ておる。校区が残っておるというのは、近隣市町でも本当に特異です。珍しいです。こ

の校区の中で未来を担う子供たちが育っていく、育っておると、こういうまた玉城町の

すばらしい特性がございますから、これは何としても校区の中のそれぞれの自治区の中

で、そしてこの地域をどうしていくのかというふうなことを子供たちにも考えてもらう。

これは一番大事なことではないかな。子供たちが校区の中で育つ。そして、子供たちも

自治区と同時に、それぞれの周辺の自治区の子供たち、あるいは学校の中で広く伸び伸

びと育っていただくというふうな今の状況でございますから、そういったことを目指し

ていくというのが、やはりこれから一番大事な姿ではないかなと、こんなふうに思って

います。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 外城田とかいろいろ旧村あったんですけれども、基本的には各集

落があって、自治区、その旧村というものだと思います。逆ですよ、町長。そういうも

のが、各村々がないとそういう形にはならない。前も言いましたけれども、その村々は

以前は農業していますから、助け合いをやりながら、地域で守って、いろんな形をやっ

てきた。基本は集落なんですよ。それを飛び越えて地区というふうになると、いやいや、

ちょっと待ってくれへんかと。こういうふうな思いになるわけで、やはり行政の末端組

織であります自治区というのをいかに円滑に活気づけて、協働のまちづくりができるか

というふうな期待というのが私は皆さんに本来は持っているわけであります。 

  このアンケートには、区の取組について書かれています。こういうアンケートですけ

れども、この中に区の取組についてどんなのがいいですかとか、いろんなことです。例

えば農地の保全とか、祭りとか、文化などへの質問もありまして、こういう活動を充実

したいという思いと受け止めるわけでありますが、しかし、今まで各区の取組にどれほ

ど皆さんが手を差し伸べてきたかということです。十分私は手を差し伸べてきていただ

いたという印象はありません。今度はそれも不十分なまま校区をやりたいと。目先を変

えるような勝手なことを僕は言わんでおいてほしいなと。それは先ほど各地区の区長さ

んが、各地区の懇談会をやって、こんなのやりたいんや。やってほしいんやというにー

ずがあったのかどうかという、皆さん行政主導ですやの、これ。協働というのはやっぱ

り下から出てきたものを分かった、分かった、やる、やると、こういうニーズに応える

のが皆さんじゃないんですか。 

  原の盆踊りとかいうのもあって、もう一番最後まで、４年ぐらい前までやっておった
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んですよ、原の盆踊りは。それで、町長、何とかならんかなと。ちょっと区長さんにも

刺激与えてくれへんかと。ほったらしかやん。それで、この今課長や副町長も原ですや

んか。その人らだって一つも知らん顔や。そんなんで今さら何が地域なんやと。こうい

うのはちょっと虫がよ過ぎるんじゃないですか。もう少し行政運営の根幹をなす集落へ

の支援も十分やっていっていただきたいと思います。目先を今回は変えただけで、本当

に地域、住民、区、地区のためになるんかなと思います。 

  この施策は誰が、今一応聞くんですよ。誰が発想し、責任を持って推進するのか。そ

の企画推進者の考えを僕は聞きたいと今日は思って来ました。誰が答えるか知りません

よ。今の自治区との関係に対する役場との連携確認、これは十分できて、今うまくいっ

ているんだと言うんやったら、次のステップへ進んだらよろしいやんか。それに対する

皆さん、行政側の自治区に対する支援、ちゃんとできているというものであるのかどう

か。この事業で各校区、各自治区、町民の何が変わるんかなと。何を変えようとしてい

るんだというとこら辺をしっかり述べていただきたいと思います。どうぞ。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 今、ご承知のように、それぞれの自治区も過去からどんな形で現

状が変わってきたのか。かつては公民館に保育所もあったり、子供たちのにぎやかな声

が聞こえておったり、そういう農村集落であった。それが随分変わっとるんですね、現

状は。そんな中で先人や皆さんや地区の方はどうしてきたんかということは、奥川議員

の見解もありますけれども…… 

○11番（奥川 直人） ジクウとか聞いてませんやんか。 

○町長（嚨村 修一） いやいや、自分…… 

○11番（奥川 直人） 全然違う。議長、ちゃんと質問に答えてもろてくれへん。 

○町長（嚨村 修一） 質問に答えとるんです。それは最終責任は私です。 

○11番（奥川 直人） いやいや、そういうことは聞いていません。 

○町長（嚨村 修一） 何ですか。 

○11番（奥川 直人） ちょっと議長、もう一回言います。何か理解されてないようなん

で、言いますけれども…… 

○町長（嚨村 修一） どうぞ。 

○11番（奥川 直人） 今、自治区と役場の関係はどういうふうなご認識を持っておられ

るんですかという質問なんです、１つは。 

  それから、もう一つ、今頃してなかったらあきませんよ、町長、もう一つは、この活

動をすることによって、校区なり自治区なり町民の何が変わっているんだと。何がよく

なるんだ。これを当然目指した事業だと思うんで、事業の一番最初に書いてある目的、

これを言うてもろたらよろしいやんか。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） １番目、役場との関係は十分連携してできておるというふうに認
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識しています。何がよくなるのかということは、やはり今、コロナをはじめとする社会

の変化でつながりが希薄になってきていますから、そういったところをやはり地域の皆

さん方がどうしていくのがいいのかというふうなことを気づいていただく。そんな中で、

地域づくりにより参画をしてもらう、こういうのが目的なんです。 

  以上。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 十分連携していると言いますけれども、先ほど例えば原の盆踊り

とか、こんな文化とかこういうのを大事にせなあかんと言うとって、町長にもお話しし

ましたやんか。そのときに何かこういうことを、課題解決を双方でしていこうというこ

とを協議しながら進めていく、これがうまくいっていると。うまくいっているつもりで

は駄目なんですよ。皆さん方はそういう行政主導で物を言うとこら辺が私は少し、それ

は町長の認識ですから、でも、住民の認識で本当にそうですか。そこをよく検証してか

らしゃべっていただきたいと、このように思います。 

  では、次いきます。 

  アンケートは時間も経費もかけてやるわけです。１万4,000人に配る。これは少し無

駄が多過ぎないかという質問です。私はいつも皆さんに言ってますように、現場、現物

での仕事をしていただきたいと、このように思っています。まちづくりや地域の活性化

についてはもっともっと役場は住民と膝を交えて、共に地域のことを考え、さっきの盆

踊りのお話と一緒ですよ、これ。地域のことを考え合う。私は役場の皆さんと地域の皆

さんとコミュニティをもっと大事にすべきだと、このように思っています。私は、この

アンケートの作成の調査は、本来は、これは私の感想ですけれども、自治区の有識者、

トウヤク区長さんとか、いろんな役員経験者、または地域のリーダーが10名ほど集まれ

ば、おおむね皆さんが望む実態、事実に近い回答が得られるんではないかと、このよう

に思います。 

  各戸にアンケートを配布するよりはスピードが速く、役場が求めている回答への精度

も高まるんじゃはないかと、こう思います。このアンケートの１問から７問、10問から

15問、これはおおむね自治区の課題です。自治区としても課題持っています。そういう

ものなんで、これは当然自治区の皆さんは役員さんなりの人は、そういったものに対し

ていろんな観点で物を言ってもらえると、このように思います。 

  ８問、９問、16問から18問、これは個人の考えを求めているんで、ここまではいきま

せんが、そういうふうに思うわけであります。ここで町長、私が提案している区の有識

者の方々と膝を交えて意見を聞いて、まとめる方法は私は望ましいのではないかと思い

ますが、町長はどんなお考えなのか。 

  それともう１点、このアンケートは、区から配布をしたんですよね、これ。そして、

なぜ区から回収しないのかと。不思議やなと。区から回収すれば回収率は当然上がりま

すしね。それで、冒頭で言いましたこのアンケートの趣旨は、区長さんがまた分からな
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い人については説明をするだろうということなんで、なぜぽっと配って、区長さんが

配ってもろて、あとは郵送で返してくれと、こんな非効率なことするのかないうふうに

思いますので、これに対するご意見で、私は総体的に無駄ではないかと思っていますん

で、町長のご意見を聞きます。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 区長さんにお願いをして、より多くの方々にアンケートをしてい

ただくと、こういう回収率を上げたいという考え方でございます。それぞれ自治区の運

営の仕方も地区によっていろんなやり方があると思います。今回の趣旨は、先ほども申

し上げておりますように、私たちのこの住んどる地域が随分変化をしてきておりますか

ら、小学校４年生をはじめ、多くの皆さん方にどういうふうな町に対して思いを持って

みえるのかというふうなこと。そして、改めて小学校４年生の子供たちですと、もう自

分たちの住んどる地域に対してのいろんなお考えも生まれてきておるわけでございます

ので、先般もすばらしい中学校の２年生全員が町の課題について提案をしてくれた取組

もあったりしておりますけれども、そういったより多くの皆さん方に参画してもらうこ

とで、子供たちもこの玉城町に対しての誇りや愛着も生まれてくるというふうなことも、

今何が大事なのかというと、もう全国の地方の一番課題は地方創生なんです。 

（「そんなこと聞いてませんよ」と呼ぶ声あり） 

○町長（嚨村 修一） それはそういうことはやはり取り組んでいかないと、だんだん厳

しい状態、もう既に進んでおりますけれども、これを取り組むために町として近隣でも

先駆けて取り組んでおるというふうなことをぜひご理解をいただきたいと思っています。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 何も私は否定はしません。いいことですが、やり方が悪いと、こ

ういうことを言うてますやんか。町長言われるように、多く書いてもらう。これは当然

結構だと思うんですよ。しかしながら、精度のよい回収率を上げるためには、先ほど申

しましたように、区長が配って、それで郵送で送れというよりも、それは配ってもらっ

た人は、町長、アンケート見たかどうか知りませんよ。これはどういう意味かなと。何

の目的なんやろということで迷うんじゃないかと。そのことによって精度が落ちないか

と。皆さんが求めている回答ですよ。それであれば、各区から区長さんが配って、それ

で分からない人は区に聞いてもらって、こういうことなんやと。だから書いてくれとい

うことをする。 

  それと、そのややこしいといいますか、うまく回ってない区があるんであれば、私は

後で言おうかと思いましたが、地域担当制とあるでしょう、町長。地域担当制、皆さん

つくりましたやんか。各区に担当を置いてますやんか。その方々が自治区の中に入って、

区長を手助けして、そういう課題を解決、共有していくと。これはまさに町職員の人材

育成の基本だと。住民の声を聞く。課題を共有する。対策案を考える。これは一番大事

な人材育成のＯＪＴの中ですべきことだと思いますよ。でも、そういうことも生かさず、
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いろんな考えの幅も狭いままで、これは何度も言いましたが、無駄ではないんかと、こ

ういう質問をしたんですよ。これちょっとお答えください。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 以前から地域担当制というふうなのを設置して、耐えず区長さん

とは月に１回、コミュニケーションが取れるような、そういう体制を整えておるわけで

ございますけれども、やはりそもそも自治区の運営というのは、自治区の皆さん方が主

体で、あるいは旧来からのいろんな校区ごとの地域づくりも地域の皆さん方が主体で

やってこられたわけであり、そういった今の時代、協働のまちづくり、一緒になって町

をよくしていこうということであります。役場、行政は行政としての役割を果たす。そ

して、区は区として区のためにどうしていくのがいいのかというふうなことを考えて取

り組んでもらう。もう既にほとんどの区長さん、ほとんどの自治区の皆さん方はこのこ

とに対して大変ご理解をいただいて、そして進めていただいているという現状でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 行政は行政、自治区は自治区、こんな発言でいいんですか。それ

は自治区は自治区で行政は行政で確かにやらなければならないんですけれども、総合計

画の中では協働、協働とうたっていますやんか。ですから、お互いが尊重し合うといい

ますかね、それは課題を共有、自治区で困っていることでもやっぱり行政が解決できる

問題もあれば、行政が困っていることは自治区はしっかり町民が応援すればできること

もあるじゃないですか。そのための協働じゃないですか。だから、行政は行政、自治区

は自治区と、こういう話を軽々しく言っていただくと、本当に今、私たちが求めている

町民も含めて、䭜村行政についてきてやってきているナンバー１のまちづくりをしよう

というふうなことは誰がしているかということは、ほとんどが町民の皆さんですよ、こ

れ。そういうことを町民なり、区なり、そういうものに支えられて町があるんじゃない

ですかと私は思います。 

  あともう１点聞きます。先ほど町長も自治区に加入をしていただいてないということ

が課題としてあるんだと。これは自治区も一緒なんですよ。課題だと。なぜ共有できな

いんですか、そこは。じゃ、町は新しく転入される方に対してどんな指導されてますか、

町長、お聞きします。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 転入の方には、それぞれ転入の窓口で転入していただく地域とい

うのはこういう地域ですよと。ぜひ転入をお願いしたいと。区入りをお願いしたいと、

こういう働きかけをさせていただいておるというのが日常の仕事でございます。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 原にも来られた方がいましてね。何で入ってくれんのやと。役場
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は自由ですと、こういうことを言われましたと。自由は自由なんですよ。でも、区入り

をしてくださいよと。さっき町長おっしゃいましたけれども、そんなこと恐らく言って

ないんじゃないですか。 

  それと、もう一つは、全く町のこと、自治区のことも分からない人が転入してくると

いったときには、例えば役場の地域担当制なり、誰かが一緒に付き添って、それで区長

さんと、それでその方と話す場というのは私はあってもいいんじゃないかと思うんです

よ。せっかく玉城町に来ていただいて、はい、どうぞ、区長さんのところへ行ってきて

くださいじゃなくて、こんなんでという地域担当制の方でもいいんですけれども、そう

いった優しさといいますか、サービスというのが本当に大事なんじゃないかと思ってい

ます。 

  ですから、あまり行政が抱えている自治区加入に対して、行政はどれだけしているの

かと。これはちょっとファジーな部分なんです。それは自治区と役場さんとが、じゃ、

こうしてくれへんかというふうなことも話し合って、入りやすい、入ってもらいやすい

というふうなことも構築していくべきじゃないかと。いうふうに思います。町長、お考

えどうでしょう。簡単な私の意見です。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） そういう取組の仕方というのも、加入促進についても当然自治区

の区長さんはじめ、役員さん、そして町の職員で、やはりなかなか現実はすぐにはい分

かりました。区へ入りますというふうなことは難しい場合も多うございますけれども、

何度か足を運んだりして働きかけて、せっかく玉城町へおいでいただいた、あるいは区

の周辺に家を建てていただいた。やっぱり一緒になってみんなが仲よく過ごしていただ

きたいと、こういう思いを持っておりますから、それは当然のことであると思っていま

すので、そうしたこれからの推進の仕方に協力をいただきながら取り組んでいきたいな

と思っています。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） １つは、先ほど申しましたように、玉城町の悪いところは、旗は

たくさん上げます。自治区、地域担当制や何かいっぱいありますけれども、オンデマン

ドバスもそうですよ。福祉バス、あれも。もう少しいかに充実していくかということに、

もうつくったら終わりだと。何も充実していないじゃないですか。前より悪いんじゃな

い、地域担当制って。そういう意味ではそれをいかに特徴として育てていくかというこ

とが行政の一番大事なことなんですよ。先見性はあった。でも、それは止まったままや

というんでは玉城町の発展につながらないんじゃないですか。こんなやった、やっただ

けの話で、ぜひその地域担当制も含めて、各種事業についてはもう少し今これでいいの

か。何か悪いところの改善点はないかというふうなことを皆さんで話ししていただいて、

少しでも極めていただきたいと思います。 

  最後にですけれども、もう一度聞きますよ。地域のこの事業をすることによって、町
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民、各地区、各集落、何がよくなるの。担当の方でもいいですよ。意味が分からない。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  この事業を通じてどんなふうないいことが起こるのかというふうなお尋ねをいただい

たところであります。当然前段から申し上げていますとおり、新しい方も、旧来の方も

今お見えになるというふうな状況で、ここのつながりが非常に薄くなっている。ここを

皆さん、笑顔で暮らせるような状況というのをつくり出したい。なので、こういった活

動を通じて、人が行き交う、それから交流が生まれる、そして地域の課題が少しずつ改

善されていくというふうなところを目指したいというふうなところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） いや、実はこんなの自治区でもいっぱい思うとるんですよ、そう

いうことは。いろんなのに参加してほしいよとか、当然区に入っていただきたい。この

事業に参加してほしい。あとはそういうちょっと少し離れた新しい家から通うのに安全

性ですね、通学の道路のこととか、こんなのはみんな自治区はどうしようかと、そうい

うことをすることによって１人でも入ってもらえないかなというふうなことをしている

んですよ、皆さん以上に。だから、その皆さん以上にというんやから、皆さんの手足が

自治区じゃないですか。その自治区をもう少しうまく協働してやれば、こんなわざわざ

地区で、こんなもの誰がやるの。本当にまとめるのは難しいと思うよ。自治区だけでも

難しいんだもの。自治区すらまとまってないのに、地区を、そんな皆さん、本当に机上

の話だと、ビジョンだと、このように思えて私は本当にならない。だから、この5,900

万が本当に実がなるのかというのを今聞いているんです。だから、この活動の成果は何

やというたら、区の課題として一緒ですやんか。区が抱えている課題とよく似たもの

じゃないですか。どう。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  今ある課題を解決に向けて事業を推進していくということになりますので、今と課題

は変わってないかというご質問、多少はそういうことなのかなというふうに思っており

ます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） まあいいですよ。いわゆる区も同じこと考えていると。区も同じ

なんですよ。区も同じことを考えていることが皆さんが分かってないこと自体が駄目

じゃないかと。それだったら日常、区ともう少し連携を取って、ブンドリナクナイン

だったら、ああ、そうか、何があかんのやろと役場へ来て、区長さんと話して、どうい

うことが足らないんだと。じゃ、こういうことを行政が支援するからとやってくれたら
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いいですよ。 

  それと、この間も農業の関係で町長も副町長も産業振興課もみんな来てもらいました。

担い手のね。もう玉城町の原では、今まで頑張ってきたんだけれども、担い手が足らな

い。もうオーバーワークやというたら、話は聞いたけれども、何も応援しない。町はで

きません。そんな担い手をだからあっせんはしてません。途方に暮れる。途方に暮れて

いるんですよ。だから、そういうときに皆様方が、行政の執行部の方が、こんな問題あ

るのやと。どうしたらええのと知恵を絞って、少しでもアドバイスをくれれば、また立

ち直れるかも分からない。こういう実態もありますんで、そういうところは皆さん方、

中川室長、彼がやってくれているけれども、みんな同じ課題なんですよ。そこは力を合

わせて、ぜひ進めるか、やめるかしっかり決めてもらって、この5,900万の元は取って

いただきたいと、このように思います。 

  では、次に、町長のお話ですね、今から。町長が４期16年の成果、これはたくさんい

いものがあったと思っているんですよ。もしそこに対して課題があればお聞きをしたい。

私も今まで節目節目、要は町長が就任された。辞められる、就任された。この節目でこ

の一般質問で12回ほど、どうですか、何するんですか、こういうことを質問をしてきて

いるんですが、うん、なるほどという回答はなかなか得られてませんが、今日はいい回

答が得られるのかなと思っています。お聞きします、町長。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 先般の６月議会でも、あるいはそれ以前でもいろんな議員からの

ご質問をいただいて、それぞれ項目にわたって意見交換をさせていただいておるという

現状でございます。私たち議員の皆さん方と一緒で、４年１期１期審判を受けながら務

めさせていただいているわけでございますけれども、やはり16年というお話でございま

すから、振り返ってみまして、町として平成の大合併が進む中で、玉城町としては単独

の道を選んできたと。いろんな行財政の上で心配もあったけれども、委員はじめ、皆さ

ん方のご協力で、今現状は外部の評価ですけれども、住み心地が三重県上位という評価

もいただいておる町になってきたと。現在も住宅開発が進む。新築も年間60件、70件、

新築がある。小学校と中学校の統合もない。そういうふうな形はまさに地域の皆さん方

のご理解で今日進められてきた例えば子育ての施策、学校教育の環境整備あるいは福祉

の施策等々の対策がやはり周りの近隣の町からの若い人たちに評価をされて、ここに住

居を構えていただくと、こういうことになっとるなというふうに思っておるわけでござ

います。 

  現状は人口減少の傾向が進んできておりますけれども、そういった中で、やはりいろ

んな三重県のランキングを見ましても、女性の平均寿命が三重県一あるいはほかにもい

ろんな成果が表れてきておるということがございます。女性の就業率も三重県２位と。

年少人口の割合も三重３位と。心疾患の方も三重県で一番死亡が少ないというふうな形

のこのデータは、29市町の中の毎年毎年三重県の総務部のほうで発表される数字でござ
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いますけれども、こういったことが上位にランキングをしておる、継続しておるという

ことは、まさに町のいろんな施策を町の皆さん方がご理解をしていただいて、そのこと

に取り組んできていただておる。 

  もう一つは、やはり400人余りのボランティアの皆さんや議員の皆さん方の中にも熱

心に地域づくりに活動をしていただいておる。スポーツや文化活動あるいはＮＰＯ、毎

日の登下校の見守り、そういうった方々が地域を盛り上げていこう、安全な町にしてい

こうという、そういうすばらしい取組が継続をされてきとるというのが町の成果であっ

て、それが今日に至っとるというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） これは町民の成果です。町民の皆さんが一生懸命自分たちのため

に、地域のためにやった結果で、私は町長に一言言いたいのは、町長は政治家なんです。

職員じゃないんですよ。朝８時から来て５時に帰る。これじゃ駄目なんです。政治家で

すから、だから、あなたはビジョンを持たないといかん、玉城町をこう変えると、こう

したいんだと、こういう課題があるやないかと。君らやらんか、こういった気迫がなけ

れば、町なんてよくなりませんよ。こんなの皆、人がやったことですやんか。それで何

が女性や寿命が三重県一で、そんなの自慢せんといてくださいよ。これみんなが健康管

理しているからですやんか。そんなの町長がした成果ですか、それ。ようこんなの成果

と言うなと僕はおかしくなってきますよ。さっき述べられた成果なんて、一つも町長の

成果でありませんやんか。私は町長が16年間行政として町を変える、ナンバー１の町を

つくる、これがあなたがどれだけして、どういう成果があったんやと、これを聞きたい

んです。もう一遍お願いします。１項目、２項目で結構です。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 私がしたというふうなことを言うてません。あくまでも町の皆さ

ん方が、町の…… 

○11番（奥川 直人） 私は町長がしたことを聞いとるんですよ。だから、要らんこと言

わんでいいです。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 自治体の議会のあるいは町政のシステムは御存じやと思います。

町が提案したこと、議会で意思決定をしてもろて、それに基づいて町政が進められてい

るわけですわね。だから、それは大もとは町の総合計画、それでそれぞれの分野を、そ

れぞれの担当が働きかける。それに町の皆さん方がご理解をしていただく。そんな中で

ほうなったらやってみようかというふうな形で成果が出てきとるということを申し上げ

ておるわけで、私がやったというふうなことは申し上げておりませんし、そして、それ

ぞれの総合計画の中に、そんな個人的な提案を上げるんじゃなくて、多くの皆さん方の

ご意見を聞きながらの施策としてまとめたものが毎年、毎年の予算なり、あるいは５年、
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10年の町の計画なりに反映をさせていただいて、進めさせていただくと。それが手順や

ないですか。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 職員さんはよく頑張ってくれた。町民の皆さんがよく頑張ってく

れた。こう町長はおっしゃっておるわけです。でも、町長というのは方針を立てて、そ

れは䭜村カラーで結構なんですよ。だから、それは先進的な䭜村カラーを出してもらっ

て、職員が頑張って、新しい玉城町の流れから脱皮をしていく。そこで新しい知識なり、

体験なり、こういうものをつけて、どんどん職員が育っていく。こんな組織にしていく

のが町長しかおらんわけですよ。だから、それが町長の仕事だと、成果だと言うんで、

じゃ、何をするのやということがないと、おるだけじゃないですか、方針出さんなら。

誰でもできますやんか。そんなだと困るということです。もう文句たらたら言ってます

けれども、すみません。 

  あと、町長の進退について、前段の議員さんが通告内に質問にされまして、私の出番

がなくなってしまいました。少しショックを受けております。であれば、主要な施策と

いうのはこれからやられるということでありますけれども、それは今お話聞いた中では

こういうことをしたいという意見もないわけですよね。課題も聞きましたら特にないと。

見てみると、近隣の市町では、何度もこれも言っていますけれども、もう皆町長さん、

若返ってきておられます。䭜村町長はそんな中にしっかり入って、度会郡なり、この南

部地区なりで一緒にやっていけるんでしょうか。ここの決意を聞きたいと思っているん

ですよ。 

  それと、私も含め、有権者、または後援会、協働の町をつくるための支援者、こうい

う人たちから本当に、䭜村さん、頑張ってねと言われているのかどうか、それを聞きま

す。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 前段の小林議員にお答えさせていただいたとおりでございます。

多くのいろんな方からの声も寄せていただいとるということでございまして、やはり町

が抱える課題、喫緊のコロナ対策あるいは防災、その他各分野にわたってのいろんな課

題がございますから、それをやはり前進をさせていくと、その使命があるというふうに

認識をしております。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 近隣の若い町長さんたちとうまくやっていけるんかという質問は

１つしましたが、それはちょっとお答えいただきたいと思いますよ。若いとか年取って

いるはあまり関係ないんですけれども、そんな中へうまく入っていけるかということで

ありますんで、あと、今までやってきた防災とか何もあまり進んだという認識はほとん
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どありませんので、そこをどうするのか、これを聞きます。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 近隣のいろんな若いとか年齢とかということではなくて、やはり

１つの町では成し遂げられない広域的な仕事も大事でございます。そういった中で、や

はりそれぞれ今近隣の町あるいはそれぞれ選挙もありましたけれども、それぞれのいろ

んなネットワークというふうなものが大変いい環境にございますものですから、そう

いった形はこれからも大事にしていきたいなというふうに思ってます。 

  それから、防災も重要でございます。そして、そんな中での現状をご覧のように、一

つ一ついろんな復旧の対策が進められておる。これからも年次計画を持って進めていく

と、こういう予定になっておりますから、順次その対策を急いでいきたいというふうに

思っています。他の…… 

○議長（風口  尚） 時間がありませんので、簡潔に。 

○町長（嚨村 修一） 他の施策についてもやはり一層充実をさせていただく。そして、

さらに課題の解決をさらに加速をさせていきたいと、こんなふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） 11番 奥川直人議員。 

○11番（奥川 直人） 今日いろいろ私はご意見を申しさせていただきました。再出馬へ

の激励だと思って受け止めていただきたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（風口  尚） 以上で、11番 奥川直人議員の質問は終わりました。 

  昼食のため13時30分まで休憩をしたいと思います。 

（午後０時24分 休憩） 

（午後１時28分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開いたします。 

  昼食前に引き続き、一般質問を続けます。 

 

〔４番 津田 久美子 議員登壇〕 

 

《４番 津田 久美子 議員》 

 

○議長（風口  尚） 次に、４番 津田久美子議員の質問を許します。 

  ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） ４番 津田。 

  議長のお許しをいただきましたので、通告に従って一般質問をさせていただきます。 

  今回の質問は２つ、１つ目に、人口減少対策について、２つ目に、住民のための公共

施設の活用についてです。 
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  まずは人口減少対策についてから伺います。 

  今や少子高齢化による人口減少は避けられない状況となっています。人口は労働力と

消費、つまり需要と供給を支える地域経済の基盤であり、地域の社会保障、財政を支え

る未来社会の基盤でもあります。人口問題は全ての地域社会の最上流にある問題であり、

その上流での認識を間違えると有効な施策を打つことはできません。我々が人口減少の

問題に対して正しい理解をした上で対策を講じることは大変重要なことです。 

  玉城町においても人口の推移は2015年をピークに、2020年には減少に転じています。

町でも総合計画や地方創生の施策の立案などで人口の推移や年齢別構成は十分に把握さ

れていると思いますが、私は今回の質問に当たり、玉城町の2016年と2020年の男女別年

齢５歳刻みでの人口データ、これは外国籍の方は除いています、の資料を求め、その間

の人口の増減と、そこから分かる政策効果との課題の分析を行いました。おおむねその

結果については担当課と共有をさせていただいているところです。改めて町長は玉城町

の人口減少の傾向について、年齢別人口データからどのように認識をされておられます

か。そこにはこれまでの政策の内容と効果がどのように反映されているでしょうか、町

長のご所見を伺います。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 津田議員から人口減少対策についてのご質問をいただいておりま

す。ご質問の中にもございましたように、我が町が2015年をピークに減少の傾向にある

わけでございます。先日発表されました国勢調査の５年ごとの比較の人口集計結果が公

表されたわけでございます。全国的には2015年の前回比較で0.7％の減少になっており

ます。また、都道府県では39道府県、市町村では82.5％に当たる1,419市町村で減少し

ている状況にございます。三重県においても2.5％の減少、当町においても2.5％減少の、

人口で１万5,041人となりました。国勢調査では初めての人口減少局面に入っておるわ

けでございます。町では住民基本台帳のデータによって、子供の人数や転入転出の状況

など、人口動向の把握に努めておりまして、町政推進の基本としているところでござい

ます。 

  ご指摘のとおり、進学や就職に伴う20代の転出超過については問題視しているところ

であります。一方で、県内の状況を踏まえますと、転出を止めることは大変困難な状況

にあると考えております。これまで子育て支援や教育、福祉の充実により、玉城町を選

んでいただく、いわゆる社会増により人口を維持してまいりました。今後はふるさと教

育の充実や多様な働き方や仕事をつなぐ取組、より深く玉城に興味を持っていただく取

組、また持続可能な温かい地域づくりを推進していくことが必要であると考えておりま

す。人口問題は地道な取組が必要であると考えております。一歩ずつ進めてまいります。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） 今、子育てや福祉の充実により転入してきてくださる方がい
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らっしゃるというのはいつも町長から伺うところであります。当然のことながら、政策

の効果の出ているところは、それを維持、または充実させながら課題に向き合う姿勢が

必要となります。一方、減少しているところには対策を講じる必要が出てきます。まず

玉城町の年齢人口、補足になりますが、出生数は減少しています。ゼロ歳から４歳人口

ですが、出生数が減少していますが、幼児期から学童期、５歳から９歳、10歳から14歳

では少し増加をしています。これは玉城町が土地の取得がしやすかったり、災害リスク

や環境の面でも住みやすいところだというところで宅地開発が進んでいたり、子育て世

代を中心とした周辺市町からの移住が多いということもあると思います。また、保育所

を中心とした子育て支援や学校教育の成果もあるのではないかと思います。これを持続

的なものにしていくためには、人材も含めた保育・教育環境整備は必要であると考えま

す。 

  年齢を進めていくと、先ほど町長がおっしゃっていただいたように、10代後半から20

代前半は減少傾向が顕著に出ております。30代で少し増えてまいります。これは多分先

ほど申し述べた幼児期から学童期の家庭の親世代が増加しているというところで、進学

や就職で転出した割には戻りは少ないと言えます。これが社会減の大きな要因ではない

かと思われます。 

  高齢者の世代になると、団塊の世代はそのまま60代から70代に移動をしています。注

目すべきなのは80代以上、とりわけ90代以上の増加が大きく見られています。医療・介

護の制度の充実や健康への意識が高く、生涯現役で地域活動に取り組む人が多いのも玉

城町の特徴ではないでしょうか。健康チェックも含めた医療体制の充実や健康づくりで

支え合う地域づくりにはさらに力を入れて取り組んでいく必要があると感じます。 

  取り得る対策としては、地域共生室の地域包括ケアシステムに関わる業務は、多様化、

複雑化することが予測されています。専門職の配置や高齢者、障害、子育て、生活困窮

支援の分野の機能強化は必須であると言えます。 

  では、話を戻して、先ほどの10代後半から20代前半の若い世代の人口流出について質

問をしていきます。 

  玉城町の人口動態を見ると、社会増減が2015年までは増加傾向であったものが、2016

年から減少傾向に転じ、さらにその後は自然増減も減少傾向にあります。この自然増減

は未婚の若者世代の減少により、婚姻数や出生数が減少する影響とも見てとれます。こ

のような人口動態の実情を踏まえ、地方における人口の社会減対策として必要なことは

何であると考えられますか、ご答弁をお願いします。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  今ほど議員のほうから人口減少対策の手だてといいますか、考え方のようなところの

ご質問をいただいたというふうに認識をしております。議員御指摘いただきましたとお

り、社会減、これまで社会増によって人口を維持してきたものが、社会減に転じている
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という現実は承知のとおりでございます。 

  じゃ、その社会減に対しましてどういう施策を打っていくのか。また、自然増減の自

然減に対しましてどのように対策をしていくのかというふうなところでございますが、

自然増減に関しましては、冒頭ご指摘いただきましたとおり、出生数に関わるところが

ございまして、子育て、安心して産み育てられるような施策というのは当然必要になっ

てまいりますし、昨今の晩婚化というのもこういったところに影響はしておるというと

ころでございますので、そういうような環境整備というのは必要になってこようかとい

うふうに思っております。 

  それから、社会減に関しましてでありますけれども、当然玉城町にお住まいいただく

方につきましては、先ほどおっしゃっていただきました例えば30代、40代の親御さんが

マイホームを求めて玉城へお越しをいただくというケースが多いように認識をしてござ

います。当然そういった世代が住みやすいような環境というのは必要になってまいりま

すが、もう一段、学生期と言うんですかね、学生期の転出の後の戻りというふうなこと

になろうかと思うんですが、こういったところは今回ちょっと先の話なのか分かりませ

んが、地方創生の事業においても、その関係人口というふうな考え方を持ちまして、玉

城に関わっていただく方ないしは玉城町にお住まいで、出ていって、また戻ってこられ

る方ということを対象にした事業も進めているところでございます。 

  少しちょっと長くなるんですが、その中の取組の１つでも、先般から玉城町出身で県

外の大学に通っている方々、それから民間企業の都市圏の方々で玉城に興味のある方と

ワークショップを開催をさせてもらいまして、現地でもフィールドワークというのもさ

せていただきました。そういったところから、そういった方々のニーズをまた玉城町と

しても吸い上げまして、施策に展開していくということも現在予定をしておりますので、

そういった幾つかの施策の取組が相互に連携して、この人口問題というのは解決に向け

ていかないといけないかなというふうに今考えているところでございます。すみません、

少し長くなりましたが、以上でございます。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） 関係人口創出活用の事業については、私もちょっとその次のと

ころで聞こうかと思っていたところでありました。地域の活力を引き出すために現在取

り組んでいる、その地方創生の事業、関係人口創出活用支援事業なんかもその１つかと

思います。は、人口減少対策としての効果が大きく求められるところであると思います。

その現在の進捗のところでは、今おっしゃっていただいたような都市部の企業の方と学

生さんのフィールドワークなどを通じて玉城の課題を把握しようとしているというとこ

ろは伺いました。 

  では、その関係人口の取組についてですが、関係人口というのは、私はノニですが、

より多様な人材が地域づくりに参加するというふうに認識をしております。本当に

ちょっと関係するだけなのかなと最初は思っていたんですけれども、意外にその関係人
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口というのは少しでも関係がある人ではなくて、意外と関係が強い人を意味しているん

だなというふうなところが分かりました。地域への関わりたい思いというのを持って、

その地域のルーツを持った、近くに住んでいる、遠くに住んでいるがありますけれども、

そういうルーツを持った方が玉城町に住んでいないながらも、玉城町のことを考えたり、

玉城町に協力したりというふうにするのが関係人口だと思っています。 

  そう考えると、先ほど奥川議員の質問でもあった地域づくりの施策のところと関係人

口の施策のところはちょっと相入れない部分もあるのかなというような、同じ地方創生

の政策でありながら、関係人口のところは外からの意見を取り入れる。地域づくりのと

ころは中の意見を吸い上げて、地方創生に生かすというところでは少し相入れない部分

があるのかなと思うんですけれども、その辺の政策連携はどのようにお考えですか。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  今ほどご質問いただきました関係人口というのは、ご指摘のとおり外からのご意見を

いただく。より深く玉城に関係を持って、その課題解決に一緒に協力して行動いただく

という方になります。一方で、コミュニティのほうは、当然地縁に伴う組織ということ

でありますので、地場の意見ということでありますけれども、関係人口の、これもどん

どん玉城につながっていくことで最終的には玉城にお住まいいただくというようなとこ

ろが最終のゴールということでもありますし、逆にそういった方々を例えば移住という

言い方をしていいのか分かりませんが、移住とか転入いただく際に、やっぱり地域のほ

うが開かれていなければいけませんし、受入れの体制というのも当然ないと、どちらも

両輪で進んでいかないと、この迎える側も、来てもらう側も何かウィン・ウィンになら

ないといけないのかなということで、こちらの両事業が今連携をしていますし、加えて、

この間の関係人口のフィールドワークでワークショップしたときの課題が、地域のコ

ミュニティという課題が出まして、関係人口としても玉城というか、地方と言うんです

かね、今、中山間地域のそういうコミュニティにいろいろ課題をお持ちで、そのために

は例えばワークスペースが必要だったりとか、少し集まれる場所というのがあると、皆

さんが生き生きと交流しやすいよねというようなご提案もいただいたところでして、ま

だこの後、この協議は進んでいきますので、そういったところで全く別物という捉えて

方は私どもとしてはしていないといいますか、できたら両方、欲張りですが、進めてい

きたいという気持ちでおるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） 欲張りに両方進めていくということですが、その際、やっぱり

間をつなぐのは行政の職員さんになろうかと思いますので、その辺のところは玉城町の

ためになるように進めていっていただきたいと思います。 

  もう一つなんですけれども、関係人口の創出のところで、以前に聞いた言葉は玉城の
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ファンをつくりたいというような言葉を聞きました。玉城のファンというと、玉城で取

れる農産物のファンだったりとか、その土地自体のファンだったりとかという、いろん

な形があると思うんですけれども、先日、私、ホームページを見ておりまして、ファン

クラブというのを発見いたしました。そこのところでどういう方にファンになっていた

だき、どういう活動をしていただきたいとイメージされておられるのかお聞かせくださ

い。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  津田議員ご指摘のとおりでして、先日、11月29日でしたですかね、ファンクラブとい

うのを設置いたしまして、今募集を行っておるところでございます。報道提供はしてお

るんですが、まだ各紙に載っていないというような状況でして、これから順次掲載いた

だけるのかなというふうに思っています。また、そのキャンペーンというのは今月の中

旬から下旬にかけて打ってまいりますので、そういった中で周知をされていくというこ

とになろうかと思います。 

  それで、そのファンクラブに関して、まず会員というのは特に広く捉えておりまして、

町内、町外、特に問うものではございません。ないしは首都圏でないといけないよとい

う、そういうハードルは設けておりません。玉城町の出身者でも構いませんし、在住者

でも構いませんし、何か関心を持っていただく方というふうな広く、ハードルは非常に

低い状態でおります。 

  この、じゃ、ファンクラブの方に何をしていただくのかということについては、今そ

のちょっと事業の中で幾つかテーマを考えておるところでして、ただ、興味を持った方

にいきなりいろんなものを負わせるというか、そういうところではないので、集まって

いただいた方の中でさらにステージが上がるという言い方がよく会議でもゴールだとシ

リョだとかありますが、そういう協議のさらに強い人というのを中に集めていって、町

の課題、こんなことをやったらどんな意見もらえますかねとか、あとは交流会をやりま

すんで、参加しませんかねとか、そういったところからまず始めていきたいなというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） ファンを引き寄せるには、まず魅力がなければそもそもファン

はできません。転出していく若者というのは、一番関係人口には近い人たちなのかなと

いうふうに思います。なので、人に話せるくらいの魅力を感じていただいいて、そのた

めに何かしたいと思っていただけるような取組が、転出していく前の段階で必要なので

はないかなと思います。そういう人を育てること自体が少しずつ社会減対策になってい

くのかなと、さっき町長のほうからもちょっと道は長いというふうなお話もありました

けれども、そういう地道な取組になっていくのかなというふうに今お話を聞いていて思
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いました。 

  １つだけお伺いしたいんですけれども、以前にもアプリで玉城ナビというのがあった

かと思います。ＰＲ・ブランディング事業というところで、あれは1,600万ぐらいでし

たか、予算をかけて作成して、それだけじゃないと思うんですけれども、の中のＰＲ・

ブランディング事業の中の１つとして、その玉城ナビというアプリを作成されておられ

ます、玉城町。これも発信とかファンづくりというのに本当は一役買うべきものなのか

と思いますが、実は更新もされていなければ、町民にも浸透していません。あれだけス

マホやＳＮＳを使う世代の高校生や若者たちですら全く響いていないというところは何

が原因であると思われますか。そもそも玉城町というものを検索しないということ自体

が課題なのでしょうか。その辺のところはいかがだと思いますか。 

○議長（風口  尚） 地域づくり推進室長 中川泰成君。 

○地域づくり推進室長（中川 泰成） 地域づくり推進室長 中川。 

  玉城ナビについてのご質問をいただいております。当然ライセンスの契約というのは

するということが前提として、私もいろいろ調べておりますと、やっぱりホームページ

からの飛び出し、連携だけでは非常に発信力が乏しいというのが現状でございます。自

治体のホームページに直接入ってこられる方というのはほとんどない。目的を持って

入ってこられるということですので、そのあたりが非常に発信力が弱いというのが大き

くあろうかと思います。ですので、そういう遡及するようなページのところにリンクを

貼っていただくであったりとか、これは有料の場合もあるか分かりませんが、そういっ

たところで、若者たちが目に見えやすいようなところのちょっと発信をしないと、こち

らの利用率の伸びにつながらないのかなと。これはファンクラブも同じようなことでご

ざいますので、そこについてはそういったことを含めて今協議をさせていただいている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） そのファンクラブのページを見たときに、ちょっとその玉城ナ

ビのことがどうしてもよぎってしまったので、その辺のところも伺いました。若者たち

にどうやったら見てもらえるかというのは、やっぱり今地方創生の関係人口の事業の中

で関わっていただいている学生さんの意見なんかも十分に参考にしながら取り組んで

いっていただきたいと思います。 

  先ほど最上流の課題が人口問題だと言いましたが、全てのところにおいて、まず上流

の課題が、人口の中で誰が消えているのかというのをまず上流の問題だとしますと、中

流には、その後、誰を増やすべきかという議論が発生します。一番下流のところで、そ

の増やす方法は何かという打つべき有効な施策が一番下流に来ます。ただ、打つべき有

効な施策だと思ったからといって、下流に水をどんどん流し込んでいても、上流の水が

湧いていないのに、そこがつながって持続していくわけがないので、その辺のところは
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しっかりと肝に銘じてやっていく必要があるんではないかなというふうに思います。 

  ほかの事業についても触れたかったのですが、ちょっと本題からはそれていってしま

うし、またの機会にさせていただくことにします。 

  ただ、先ほどの奥川議員の質問にもあった今年度始まった小学校区を中心としたコ

ミュニテイ形成計画ですが、ちょうどその関係人口の方の課題もコミュニテイだったと

いうのを聞きましたので、少しだけ触れさせてください。 

  これはまだまだ調査、ヒアリングの段階ということですので、これ以上踏み込んで質

問をするということは避けますが、１点だけ申し上げたいことがあります。本当に確か

なコミュニテイというのをつくっていくためには、外に向けて魅力を発信するというの

は大変重要なことでありますが、中に向けては、これからの変化の時代を迎えるに当た

り、課題の共有ということこそが大切になってくるのではないかと感じます。昔から農

業地域でも商業地でも、地域をつくってきた住民は、自分たちで何をすればいいか考え

て行動して、変えてきたというふうに思っています。一方で、自治体のトップが明確な

ビジョンを示しながら、全庁一丸となって政策を打ち出していくという理解を求める必

要があります。 

  官民協働、先ほども住民と一緒にという話も出ましたが、地域課題に取り組んでいく

には、やっぱり十分な説明と共感、共に感じるという共感と共に汗をかくという共汗、

両方が必要で、同じ方向を向けていくことが大切です。今後も私自身もいろいろな面で

協力もしつつ、動向を注意していきたいと思っています。地方創生はすごく大切な事業

だと思いますが、申請して受託をすることが意味があるのではなくて、それをやったこ

とによってどう地域が変わるか、どう玉城町のためになったかということが重要なこと

になります。それがすぐに結果が出るものか、何年もたってから出るものか、様々であ

ると思いますが、そこら辺については皆さんのほうで見ていっていただきたいと思いま

す。 

  ２つ目の質問に移ります。 

  ２つ目の質問は、住民のための公共施設の活用についてです。先ほどの北議員の質問

とも若干重複するところもあるかと思いますが、ご容赦いただきたいと思います。 

  私は、以前にも玉城町の図書館に関する質問をさせていただいております。図書館に

ついては、住民、特に子育てに関心のある方からは、子供たちが気軽に行ける場所が欲

しい。全ての世代、誰もが安心して利用できる居心地のよい図書館にしてほしいと望む

声はあったかと思います。新しく建て替えることはできないとしても、現在の施設を改

修してリニューアルしていく方針であることは伺っておりした。まずは現在の施設を、

先ほど子供のスペースを設置するというお話はありましたが、全体としてどのような機

能を持った場所を目指しておられるのか伺います。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 
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  先ほどの北議員からの質問と重なる部分もあるんですが、今言われたように、住民の

皆さんの図書館に対する要望があったことは承知しておりますし、その声に少しでも応

えたいという思いで、教育委員会のほうが村山龍平記念館にある図書館の改装、拡張で

すね、それを行うこととしました。新しい図書館という声もありますが、現在のところ

は拡張のほうで進めていきたいと思いますということです。 

  具体的にどのようなというふうな部分では、教育委員会として考えているのは、やっ

ぱり幼児とお母さんがゆっくりと絵本を選んで読めるスペースをつくりたいというのが

１つです。 

  それと、現状、図書館を利用される高齢者の方が何人か見えるんですが、その方が

ゆっくりと椅子に座って読める、そういう環境もつくりたいということです。 

  また、いろんな組織が少しそこへ集まって、少しお話をしたり、コミュニケーション

を取ったり、情報交換したりというところも共同学習スペースみたいなところもつくっ

ていきたいなと思っています。 

  それと、もう一つ最後に、今、中学生が図書館で勉強している姿があります。夏休み

になると高校生もたくさん来ます。そういったほうの学生たちが学習できる場として学

習室みたいなところをつくっていきたいと思います。そこについては、今、タブレット

等を使う時代になってきましたので、Ｗｉ－Ｆｉ機能をつけていって、学習がスムーズ

にできるような環境もつくっていきたいというふうに考えています。そういうふうに少

しでも利用者が気持ちよく利用できる図書館を目指したいというふうに思います。 

  それと、近隣には大きな図書館がありますので、玉城町の図書館ではちょっとという

方は、そちらへ出向いていただくのも一つだし、将来的にはもう少しＩＣＴを使って、

いろんな図書館とつながりを持ちながら、本の貸し借りができるような、そういうふう

なことも考えていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） ほぼほぼ私がこんな場所だったらいいなと思っていたところを

教育長には言っていただきました。 

  ２点ほど付け加えさせてください。不登校の子供、先ほど朝の坪井議員の質問にもあ

りましたが、が、昼間どうしても学校にまでは行けないという子が図書館に来れる、そ

ういう居場所にもしていただきたいなと思います。 

  あと家で１人で過ごす時間が長い子供の学習の場所、宿題をしたり、そういったとこ

ろで放課後子供だけで来れるような場所にもしていただきたいなというふうに思います。 

  あともう一つは、せっかく教育委員会のあの場所になるのですから、町の歴史や文化

に触れることのできる場所、先ほどの答弁の中にも奥書院のことがちらっと出てきまし

たが、急に一気に改装というのはなかなか難しいのかと思いますが、気候のよいときは

利用したりとか、あと行く行くはそういったニーズが多く聞かれれば、そういったこと
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も考えていく必要もあるのかなというふうに思います。 

  その図書館の運営についての面で少しだけお伺いします。私もお話会の読み聞かせボ

ランティアとして保育所や小学校で子供たちのために活動をさせていただいております。

これは我が子が生まれる前からどこに住んでいてもライフワークの１つとしてしている

活動の１つなので、玉城町に来てもそれが続けられたということは非常にうれしいこと

だと思っております。そんなふうに玉城町にも子供たちのために読書活動に熱心に取り

組んでいらっしゃる方がたくさんいらっしゃいます。学校教育の中でも図書部の担当の

先生ですとか、司書の先生、ＰＴＡのボランティアの方が子供たちのために工夫をして

くださっているというのを伺いました。そのような人や団体と連携していくお考えはあ

るでしょうか。 

○議長（風口  尚） 教育長 中西章君。 

○教育長（中西  章） 教育長 中西。 

  今、津田議員が言われたように、地域の方及びそういうふうなところに興味のある方

にも声をかけながら、教育委員会だけではなかなか難しいところがあります。それです

ので、そういう方と協働しながら図書館運営ができればいいなというふうに思っており

ます。一般の方も中にはたくさん司書の資格を持ってみえる方も見えまして、また、教

員を辞められた方にも学校司書というふうなことで持ってみえる方もたくさんいますの

で、そういう方とともに協働しながら進めていければなというふうに今の段階では思っ

ております。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） 本当にそういうふうになればいいなというふうに心から思いま

す。 

  一方で、地域の活動ですね、公民館を利用した図書館をやっていらっしゃる方がいる

という話を聞きました。こういう方たちとも文庫貸出しというか、少しまとめて本を貸

し出したりとか、そういうような活動を通じて、各小学校区の歩いて行ける場所へそう

いった場所が広がっていくと、コミュニテイの形成という面でもいいのではないかなと

いうふうに期待ができます。 

  全国的になんですけれども、これはちょっとご紹介だけということで、町ライブラ

リーという取組があります。これはデイサービスなどの高齢者施設やマンションの共有

スペースや自宅を開放している方もいらっしゃいますし、空き家を活用している方、親

子の広場や、こういう公民館などで子供たちが自分たちの好きな本を持って置くスペー

スをつくっていたりとか、その運営をしている方がお勧めの本を置いたりして、地域の

方に読んでいただくような取組をしているというようなところがあります。規模の大小

はありますが、地域活動の一環としてとてもいい取組だなというふうに思っていますの

で、こういったことも参考にしていただきたいなと思います。今ある場所を活用して、

玉城町版の町ライブラリーというのができたら、地域住民の方の主体的な活動にもなり
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得るのではないかなというふうに思います。これには大きな予算も要らないですし、こ

ういう玉城町というような規模の町ならではの取組になるのではないかなと思いますの

で、そういったこともご紹介させていただきたいと思います。 

  次に、保健福祉会館の喫茶スペースの活用について伺います。 

  住民のための公共施設ということで、福祉会館を訪れる人は大変多いかと思います。

福祉会館に来る人の憩いの場であるとともに、地域団体の活動場所でもありました、そ

の喫茶スペースですね。それだけではなく、同時に免許返納者にとっては半額の補助と

いう特典があり、お茶が飲める。免許返納後の外出支援と気軽に利用できる交流の場と

なっていました。コロナ禍で残念ながら閉鎖となりましたが、今は展示や簡単な打合せ

のスペースとして職員さんにも有効に使われているということは私も理解しております。 

  ただ、住民のために住民が利用できる交流の場としての再開を望む声も今まで使って

いた高齢者の方を中心によく聞かれます。これについて今後の方針をお伺いします。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室 中西。 

  津田議員がおっしゃられるとおり、令和２年までは母子寡婦会さんのほうで喫茶白ゆ

りを運営していただいて、利用者や地域住民の憩いの場として活用していただいており

ました。令和３年からは、先ほど議員もおっしゃられたとおり、情報交換の場や展示ス

ペースとして、フリースペースとして活用してまいりました。ただ、コロナ禍というこ

ともありまして、今は閉鎖しております。 

  今後は保健福祉会館の設置の趣旨に沿って、住民の健康増進や福祉サービスの向上に

資するような事業を住民ニーズに応じて提供していきたいと思っております。福祉事業

に協力をいただける事業者や団体に活用していただきたいと思っております。今後も気

軽に会館を利用していただけるように、そういうふうな場所になるようにと思って考え

ております。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） ということは、再開をするということが確かなわけではなく、

違った形、形態、内容ということもあり得るということでよろしいですか。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室 中西。 

  今回の議案の中に入っています補正予算に計上させていただきました保健福祉会館の

空調整備改修工事を控えておりますので、改修工事が終了次第、活用できるように募集

はいたしたいと思っております。言われましたように、今までとよく似た感じの形態で

していただけたらありがたいなと思っております。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） 免許返納時の特典としてというところでちょっと伺いたいと思

います。 
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  今は恐らく三重交通さんの運賃が半額になるというようなところなんだなとは思うん

ですけれども、自治体によっては事前登録は必要なようですが、契約タクシーやコミュ

ニティバスの割引等、独自に支援策を講じて、免許を返納しても、通院や地域内でお出

かけしやすいように支えているところもあるようです。コミュニティバスに関しては、

玉城町の元気バスは無料ですので、ここは考えなくてもいいかなと思うんですけれども、

県内ほかの市町の状況も見ながら、また何より住民のニーズを聞きながら、何か検討し

ていくという方向はあるのでしょうか。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室 中西。 

  議員のおっしゃられますとおり、免許返納後の特典としてというので交通手段として

も考えていきたいと思っておりまして、今、地域ケア会議のほうでもそういうふうな形

の議題として検討しておりますので、今後もう少しお時間いただきたいと思っておりま

す。 

○議長（風口  尚） ４番 津田久美子議員。 

○４番（津田 久美子） これから免許返納者というのは増加する一方だと思いますので、

予算の面でも大変なこともあろうかと思いますが、住民福祉の向上というところで検討

していっていただきたいなと思います。 

  公共施設は、図書館にしても、福祉会館にしても、住民ための視点で活用を考えてい

くことが大切だというふうに思っていますし、それが本来の目的なんだろうなというふ

うにも感じています。今ご答弁いただきましたように、住民のニーズを聞きながら、住

民のためにという言葉がたくさん聞かれましたので、すごく心強く思いました。 

  最後になりましたが、コロナ禍でいろんなものが変わっていってしまいました、その

活用の仕方もその１つだと思いますし、地方創生で新しい施策を講じなければいけない

というのもまたその１つかと思います。チャールズ・ダーウィンの言葉で、これはコロ

ナ禍になってから私はよく聞くんですけれども、最も強いものが生き残るのではない。

最も賢いものが生き残るのではない。唯一生き残るのは変化できるものであるという言

葉があります。変わるものとか変わらないものとかいろいろあると思いますが、この機

会にいろいろ見直して、変えるべきところは変えていくというところが必要なのではな

いかなというふうに感じます。 

  これで一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（風口  尚） 以上で、４番 津田久美子君の質問は終わりました。 

  一般質問の途中ですが、ここで10分間の休憩をいたします。 

（午後２時10分 休憩） 

（午後２時20分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開いたします。 

  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
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〔６番 山路 善己議員登壇〕 

 

《６番 山路 善己 議員》 

 

○議長（風口  尚） 次に、６番 山路善己議員の質問を許します。 

  ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） ６番 山路。 

  議長の許可をいただきましたので、通告書に従い質問をさせていただきます。 

  この私の質問は、この当定例会、つまり今年最後の最後の質問となります。皆さんに

しても、私どもにしても、気分よくいい正月を迎えて、そしていい新年になるように、

そういった答弁を期待しておりますので、よろしくお願いします。 

  今回、３点また質問させてもらいます。乳幼児を育てる女性ケアについてと玄甲舎の

利活用について、そして３つ目は、今年１年間を振り返っての課題、問題点、そういっ

たことを質問させていただきます。 

  まず１つ目の産後ドゥーラ的な支援についてですが、私どもの若い頃、子供の頃は、

この玉城町は田丸地区の一部を除いてほとんど全てが農村でした。そして、その農家の

家庭は、じいちゃん、ばあちゃん、父ちゃん、母ちゃん、それで子供たちと３世代住ん

でおりまして、子供が産まれる前後、産前産後など、おばあちゃんになる方がいろいろ

なアドバイスとか、見てもらったりして、それから、子供が産まれてからは家族全員で

育てて、そう子育てに苦労することがなかったかと思います。しかし、今は全国的に核

家族化されまして、若い人たちだけで生活している家庭がたくさんあります。そのとき

に、子供さんができて、産まれるまでの産前産後、それをケアするのは産後ドゥーラと

言います。 

  ちょっとだけ説明させてもらいます。産後ドゥーラといいますのは、家事、育児と

いった部分的なサポートだけではなく、母親と家族を丸ごと包括的にサポートするもの

で、家事や育児、つわりの時期や産前産後、精神的や肉体的に体が大変つらいとき、そ

んな時期の食事づくりなどの家事のサポート、赤ちゃんの世話や上の子供さんの相手な

ど、知識、対応スキルを身につけた専門家によるサポートとなっておりまして、ベビー

シッターさんとこの産後ドゥーラはまた別のものです。ベビーシッターさんは、お母さ

んの代わりに子守りをする人と、そして、産後ドゥーラはお母さんの心身のために子守

りプラスアルファの働きをしてくれると定義づけられております。 

  それで、この玉城町の行政として、それに類似した産前産後のサポートをされている

と思いますが、玉城町の取り組んでいる、そういったことを１つお尋ねします。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 䭜村修一君。 
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○町長（嚨村 修一） 山路議員からのご質問に対しまして、具体的な内容はまた担当室

長から答弁をさせますけれども、やはり玉城町は、まずは子育て支援を大変町の重要施

策として考えて取組をさせていただいております。前段の議員の方からもございました

けれども、やはり全国一の長野県の南箕輪村、これも議員の皆さんと一緒に視察に行っ

てまいりました。村でありますけれども、自然増、社会増が長野県一と、こういう内容

は何なのかという、そういうふうなところまで研修に出向いた次第でございました。

帰ってきまして、町と比較いたしましても、ほとんど町も進んだ取組も既に制度化した

ものも多かったと、こういうことでありますけれども、やはり昨今はいろんな時代の変

化がございますから、さらに充実をしていきたいと思っております。 

  少し私のほうから申し上げますと、４保育所、そして４つの小学校、児童館がそれぞ

れ併設をしておる。転入の町外からの方の保護者の皆さんが直接保育所の所長さんあた

りにお話を聞かせていただくことがあって、玉城町の子育て施策は手厚いなと、こうい

うふうなお話も聞かせていただいておって、大変うれしく思っておる次第でございます

けれども、特に県下初として取り組んでおります、やはり保護者の皆さん方の子育ての

不安を解消するためのノーバディーズパーフェクトの取組とか、あるいはフィンランド

で制度化されておりました全ての妊産婦の方や乳幼児を持ってみえられる保護者の方に

対して、保健師を配置した形のマンツーマンのサポートをしておる。いわゆる玉城版ネ

ウボラという名前で呼んでおりますけれども、そういったことや、いろんな支援策を町

としてきめ細かく対応を現在しておるわけであります。これらをさらに前段申し上げま

したような形で充実をしていく。いろんなご要望に応えていくという考え方で、これか

らも臨んでいきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 後でまた詳しくお願いします。 

○議長（風口  尚） 答弁される。よろしいか。 

  地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室長 中西。 

  山路議員がおっしゃられましたとおり、玉城町では玉城版ネウボラ構想の下、出産、

子育て、ネウボラではマイ保健師制度を導入しており、母子手帳発行時から産後まで担

当の保健師が継続して支援することで、保健師との顔の見える関係性を築いて、相談し

やすい体制づくり、多胎妊婦とか、低体重児等へのアドバイスなどを行っております。

また、地域共生室では総合的に家庭全体の実情に応じて相談支援の体制を整えておりま

す。 

  産後の支援といたしましては、全ての産婦に対して、生後１か月までの間におめでと

うコール、生後２か月頃までには赤ちゃん訪問をさせていただいております。また、必

要な家庭に対しては、産婦人科医療機関とも連携し、母親の心身の休息、育児不安の解
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消のための産後ケア事業をさせていただいたりとか、託児サービスとしては、ファミ

リーサポートセンター事業の利用案内とか、あと短期入所生活支援事業の利用案内、ま

た家事支援などを行う有償ボランティアの利用案内、生後３か月以内のお母さんと赤

ちゃんのお世話をさせていただく沐浴介護などと軽い家事の手伝いを行っているＮＰＯ

法人さんの産褥期サポートの利用案内などを行っております。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 先ほどの答弁で、子供さんができて、母子手帳を配布するとき、

そのときから担当保健師さんがつくわけですか、そのお母さんには専属でずっと担当者

が変わることなく。それは非常に安心しておられると思います。 

  それから、ファミリーサポートセンター、これは有料になると思うんですけれども、

その辺ちょっと、全て無料が一番望ましいんですが、行政として有料のもの、無料のも

の、有料のものだけちょっと教えてください。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 有料のものになりますと、ファミリーサポートセン

ターの事業になります。１時間700円の料金になりますけれども、このコロナ禍の補助

事業としまして、会員さんに対して、あと多胎児産婦に対しては無料券のほうの発行も

させていただいております。その無料券といいますのも、２時間単位の無料券を５枚、

あと多胎妊婦の方には、それプラス３回分というので無料券を発行させていただいてお

ります。 

  あと、短期入所生活支援のほうも有料になります。あと、有償ボランティアさんとい

う形になりますので、そちらも１回500円という形になります。 

  あと、産褥期サポートのほうなんですけれども、こちらのほうも基本１時間1,200円

という有料料金となっております。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） いろんなサポートをされているみたいで、このドゥーラ的なサ

ポートに該当するところもたくさんあると今感じました。それで、こういったサポート

体制、やはり妊婦さん、また産後の方、ほぼ全員に周知しなければ利用してもらいにく

いと思うんですけれども、その辺の周知方法等はどのようになさっているんですか。 

○議長（風口  尚） 地域共生室長 中西扶美代君。 

○地域共生室長（中西 扶美代） 地域共生室長 中西。 

  母子手帳の発行時に案内させていただいていますのと、それとパパママ教室というの

をさせていただいているんですけれども、そのときにもこういった事業がありますとい

う案内をさせていただいております。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） そうですね、母子手帳で全て一度は案内されとるわけですけれど

も、また時々定期的に母子手帳に基づいて、赤ちゃんの年齢までいきませんけれども、
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何か月、何か月、定期的にこういったこともサービスしておりますので、ご利用くださ

いと、そういったことも必要でないかと思います。 

  そして、有料の件は、これははっきり言いまして、本来無料が一番望ましいと思いま

す。なぜなら無料でそういったサポート体制を充実しておれば、また家庭によってはも

う一人産もうかということも考えられると思いますので、できるだけそれに近づくよう

なことも要望しまして、この件を終わらせていただきます。 

  次に、玄甲舎の利活用についてですが、現在の玄甲舎は展示場と、それから200円の

入館料で賄っておりますけれども、４億円近くかかったあの値打ちのある玄甲舎はそれ

だけではもったいないと思いますので、今まだコロナで非常に難しい時期ではあります

けれども、コロナは何十年もまだ収まることはないと思います。コロナの状態が続きな

がら、コロナ前の生活に準じて、世界中動くような体制になるんと違うかなと思います。

ですから、もうそう遠くない時期に玄甲舎も本来の目的に沿って利活用してもらうこと

も考えていかなければならないと思うんですが、それについて全国に玉城町にこのよう

な立派な茶室がありますと。その周知方法なんですが、ちょっと具体的にお尋ねします

ので、答弁をお願いします。 

  要するに著名な茶道家の方をお招きしまして、そして報道関係に取材依頼をし、また

茶道の書籍出版社を招待しまして、取材を依頼すること。これなんか本当に非常に有効

に全国の茶道家の方に周知できると思うんですが、こういった考え、どのように思いま

すか。今すぐはちょっと無理かも分かりませんが、近い将来にわたって、お尋ねします。 

○議長（風口  尚） 産業振興課長 里中和樹君。 

○産業振興課長（里中 和樹） 産業振興課長 里中。 

  山路議員おっしゃられるように、玄甲舎の活用方法として、観光の面と、あと貸し茶

室としての利用の話、今そちらのほうをおっしゃってみえると思うんですが、実はその

貸し茶室のほうについての利活用の広報のほうというか、情報発信の仕方として、観光

協会のほうとかにも相談をさせていただき、一旦今の状態では観光協会のホームページ

の中に貸し茶室としての紹介と、観光としての二面性をホームページに上げさせても

らっております。 

  実はその後なんですが、一遍ホームページで貸し茶室として検索したらどんなことが

出てくるんやろうといいうことで、うちのほうでやってみたら、１つだけいろいろな貸

し茶室を紹介しとるサイトがありました。今、そこをうちらとしては、そこに貸し茶室

として上げている方々がどういう広報をやっているのかというのを観光協会のほうが今

調べてもらっておる状態でして、議員がおっしゃられるこの茶道家の書籍とかに取材を

申し込むとか、ちょっと今コロナで難しいんですが、茶道家をお招きさせていただいて、

報道を入れる。ここら辺も実際その方々、要は今もう既に貸し茶室として情報発信しと

る方々のやり方も取り入れながら、もちろん議員が今おっしゃられたやり方も含めて今

後検討していきたいと考えております。 
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  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） ホームページの件ですが、現在のものよりももう少し立派な費用

をかけて、そして、そういった類のものに玉城町の玄甲舎といっても、どこの何が何か

さっぱり見た人は分からないと思います、全国の方は。一番には伊勢神宮から何分と。

鉄道では田丸駅から13分と、まずそれを大きくどんとして、そして玄甲舎茶室。そうす

るとこの玉城町というところは伊勢市の近くにあるんやなということが理解されて、そ

して、伊勢と言えば伊勢神宮、伊勢神宮のついでに私はお茶をたしなんどるんやから、

１回行ってみようかと、そういうふうな気にさせなければなかなか周知できないと思い

ます。玉城町と言うても、本当にどこにあるか分からないと思いますよ。玉城で沖縄の

知事と一緒の字ですけれども、そのようなこと、基本的なことを考えてなさっていただ

きたいと思います。 

  それから、この前、一度お話しさせてもらいましたけれども、ＳＮＳで発信するのも

非常に有効な手段なんです。そういったことをしてくれるような茶道家の方、これも何

名かお招きをして、実際に使ってもらった感想を発信してもらうこと、これも大事だと

思いますけれども、またそういったことも、これを質問しても全部含まれておると思い

ますので、要望にしておきます。そういったことも考えて、これから近い将来世の中が

正常に近い状態で動くようになるまでの間にそういったことも考えてやっていただきた

いと思います。 

  これちょっと参考のために聞いてください。よくあちこちで私、話しするんですけれ

ども、私は33年間組織で在籍して、売上げが急激に落ちて、その頃、お客さん、誘客の

そういった施策、全国の著名な方と回って、そこで私自身が物すごく誘客やファンサー

ビス、それから宣伝、勉強させてもらいました。それに基づいて玄甲舎に関しては全部

話ししているんです。そして、それを実践しているのがお隣、伊勢市さんです。25年

だったと思いますけれども、遷宮がありまして、その前の平成19年、東京六本木ヒルズ

の前のけやき坂、あそこでオキヘキをしたんです。これはニュースになりましたし、そ

れから、全国にも発信していました。けやき坂といってもちょっとぴんとこないか分か

りませんが、東京ではちょっと有名だと思います。今、夜行きますと、あの両側に何十

万個か何百万かのイルミネーションをつけて、大変きれいなところ、有名なところで、

関東の方は関心持ってオキヘキを見られたそうです。 

  そして、もう一つ、25年の遷宮の年の札幌の雪祭り、皆さん、あそこの雪像見られた

と思いますけれども、当時伊勢神宮の雪像の大きなのがつくられていました。あんなの

普通に簡単にできるものじゃないと思いまして、直接それを仕掛けた方にいろいろ話を

伺ってきました。しっかりした考えの方で、北海道まで出かけて、そしていろいろ説明

して、信頼されて、あれが実現したそうです。この玄甲舎もそこまで言いませんけれど

も、そういったことも一度考えられたらどうですか。 
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○議長（風口  尚） 産業振興課長 里中和樹君。 

○産業振興課長（里中 和樹） 産業振興課長 里中。 

  ＳＮＳの件では、教育委員会のほうも業務委託した方々に、日々玄甲舎からの情報発

信としてしていただいているのはちょっと紹介をさせていただいてまいります。先ほど

言われるような、伊勢市さんがされたような観光のＰＲになるとは思うんですが、実際

そこまでうちとしても本当にやっていきますとはよう言いませんが、実際に隣町ですも

ので、いろいろな情報はいただきながら、参考にして、今後いろいろなところでボクト

カ玉城町の紹介に努めることにしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） そのとおりでよろしいかと思います。せっかく協力もしてくれる

ことになっておりますので、ぜひ協力してもらってください。 

  それで、②に移りますが、これは今から２、３、４とありますけれども、これは玄甲

舎、多くの人が来てもらって、活用してもらう前提での質問なんで、まだそこまで考え

られなかったら、その辺はお任せしますので、また答弁をお願いします。 

  多くの利用者のためには休日はないほうがいいと思うんですけれども、これは現在火

曜日と年末年始。年末年始はよろしいんですよ。もう本当に年中無休で私はこれを運営

するほうがいいと思うんですが、いかがですか。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  おっしゃられるように、休館日なんですけれども、例えば玄甲舎のほうで着物展をし

ておったり、そんなときの準備に休みの日を使ってやるとか、もしくは庭木の手入れの

メンテナンス関係ですね、そちらを休館日に充てたりしておりますので、今後利用者が

増えてきて、いろいろご意見いただきましたら、また休館日のほうも考えていきたいな

というふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） ３番目ですけれども、利用時間は午前と午後に分けてありますけ

れども、これは利用者にとっては時間帯とか、そのほうが私は有効に使ってもらえると

思います。なぜかといいますと、当時、私、東京の会議ヒヨウへ何度も、何十回どころ

か100回は超えていると思います。６時半ぐらいの近鉄に乗って、11時からの会議で、

それは虎ノ門になったんです。10時半ぐらいまでにちゃんと着いてました。その逆も考

えられますでしょう。東京を６時過ぎの新幹線に乗ってこられたら、こちらへ10時半に

は玄甲舎に着いて、そして10時半、11時ぐらいから利用してもらって、12時回ってしま

う。そうすると、１日分の料金になりますし、もう少しきめ細かにすると利用しやすく

なると思いますので、またこれも多くの人が利用される見込みがあるときにまた考えて
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いただけますか。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  言われるように、現在、９時から12時まで、12時から４時までと、今年から１日とい

う３つのパターンでご利用いただいております。おっしゃられるように、今後また先ほ

どの答弁と一緒になるんですけれども、利用が増える中で、こちらのほうも柔軟に対応

していけたらなというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） ６番 そして、この利用料金を見てちょっと意外だったのは、町

内と町外の方、町内の方の倍の値段で設定してありますけれども、もうちょっと緩和し

て、せめて２割アップぐらいにされるのが私はいいんじゃないかなと思います。はっき

り言いまして、この玄甲舎で維持費は賄えません。本当に全国の茶道家の方に玉城町に

来てもらって、伊勢神宮のそばに玉城町という小さな町があって、そして、そこに立派

な茶室があると、そういうことを全国の方に知ってもらったら、それだけで十分だと思

います。これは利用者が多くなれば、田丸駅の南口の改札口の開設とか、快速の三重全

列車が停車要望もしやすいと思います。そしてまた、伊勢神宮のそばの玉城町、また全

国の多くの方に知られるようになったら、企業誘致もしやすいし、いろんな要素がこの

玄甲舎１つで絡んでいると思います。そういったことも考慮しながら、今後進めていっ

ていただきたいと思います。 

  そして、もう一つだけ質問させてもらいます。多くの人に利用してもらって、茶道を

たしなんでいただいている途中に見学者が何人もどかどかと来たら、これもあまり好ま

しくないんで、また多くの人が利用していただくようになったとき、またこれも考慮し

ていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（風口  尚） 教育事務局長 梅前宏文君。 

○教育事務局長（梅前 宏文） 教育事務局長 梅前。 

  やはりこの質問の冒頭にもございましたように、コロナのほうも明けておりませんの

で、そのコロナが明けて、きちっとした運営ができていく中で、こういったいろんな料

金問題、先ほど時間の話もなんですけれども、いろいろ柔軟に対応していきたいなとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） はい、それでよろしいかと思います。また、その時期が来れば、

今申し上げたのを全て考慮していただきたいと思っております。 

  それでは、次の今年１年間の玉城町の課題について、これについて質問させてもらい

ます。 

  ９月の定例会のときに平成22年度から玉城町、地籍調査が始まりまして、実際に現場
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での作業、23年度から始まりまして、10年たっても進捗率がゼロであると。そして、こ

れからどうしますかと。ある程度提案をさせてもろて、述べさせてもらいました。それ

で町長にお尋ねしますが、その後、関係する職員さん、また副町長交えて、これから進

捗ゼロを解消するためにどのようにしていこうと。そういったことは恐らく考えられた

と思いますけれども、ちょっとその辺のどのような考えをされたか町長、お尋ねします

ので、お答えください。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） ９月に質問いただきましたときに答弁申し上げましたけれども、

現在、建設課のほうで基礎調査を含めて、３人体制でその事務を執行しておると。今年

度からも再任用職員であるベテラン職員のサポートを得て、課題問題解決や助言、後進

の指導、育成を行っておるというふうなところで処理をしておるわけでございます。 

  具体的に現在のこの事務処理の状況等を担当課長のほうから補足をいたさせます。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） よろしいです。これは私はあくまでも町長がこういった問題解決

のために実際に相談されたらどうかを尋ねているものですので、後のことは私もよく分

かってますので、結構です。町長、もう一度お尋ねします。町長交えて相談されたんで

すね。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） はい、ただいま答弁したとおりです。体制整えて執行しておりま

す。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） いえいえ、町長、町長自身も交えて協議されたんですか。その質

問ですよ。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 交えてといいますか、これは組織体制は全て私のほうで指示をし

て、そういう体制でやっとると、こういうことです。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 7,000万円弱も使って仕事が全くなされない。そして、令和元年

度は県の負担金０円。要するに仕事が進んでないから、玉城町はしてないから、県は仕

事をしていない自治体には補助金出す必要ないと。そういった全体のことでゼロになっ

たと思うんですよ。こんなこと本当にみっともないことなんですよ。ですから、こんな

町長としてやっぱり自分も先頭に立って、どうなっているんやとか、事情も聞いて、職

員さんの意見も聞きながらやっていかんことには絶対進みませんよ、これ。それが町長

の仕事やないんですか。私はそう思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） その内容については、どういう経過で今の状態になっとるのか、
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そして、これからどうしていくのか、今現在どうなんかというふうなこと、それはお答

えをしておりますけれども、最近の状況はそれぞれの担当のほうから答弁が必要であれ

ばさせます。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） それを私は質問するんじゃなくて、町長が先頭になって、そう

いった指揮もして、考えてやっておるか、それを聞いておるだけなんで、次に移ります。 

  平成29年に発生した外城田川福祉会館付近の越水の防止対策についてですが、今、田

丸大橋ですか、上流域の田丸大橋の左岸側、越水防止のためのパラペットを計画してお

ります。しかしながら、あそこにパラペットを設置して、そこが越水しなくても、ちょ

うど消防署のすぐ下川、宮川用水の頭首工があります。あそこから一段下にわたって地

形が低くなっております。そして29年当時もあそこにパラペットありますけれども、そ

のパラペットから30センチほど越水して、御存じのようにＡコープも、それから玄甲舎

もあの辺一帯大きな水害に遭いました。その外城田川の田丸大橋の上流だけよくても、

その下流域、これが大変な本当にまた水害が出る可能性があります。この前のような24

時間500ミリ弱の雨が降れば、そして、29年当時、極楽橋から外城田川の間、極楽橋か

らやや左にカーブしてますでしょう。その右岸、あそこからも30センチ近く越水したそ

うなんです。そして、田丸大橋の上流がよくなっても、下流域がまだまだ不完全で、29

年当時よりもまたそこから、それ以上の水が越水する可能性が高いと考えています。 

  そして、この今日の質問させてもらうに当たって、その地域の方に直接会って話を聞

いてきました。ですから、今度また雨降ったら心配だと、そういう話ありますので、上

流域の越水だけでなく、全般的に川というものは見直さなければいけないんですけれど

も、町長、その上流域はよろしいですけれども、頭首工から下の地域の方について越水

の可能性がある、これについて町長はどのように考えます、ひとつ教えてください。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） これもたびたび申し上げておりますから、しっかりちょっとお聞

きをしてもろてほしいなと思います。下流整備は、これもたびたびご質問に応じて回答

させていただていますとおりです。もう一回申し上げます。河川は下流から整備をして

いくということですね。ちょっと待ってください。まだ答弁中やでさ。そういう中でト

ウワマツの下のところの外城田川、ソゴ川は三重県管理ですわな。だから、県が年次ご

とにしゅんせつをしてくれとるんですね。そして、全体の４年前の災害の後のどんなふ

うな形で城田川の河川改修整備をしていくんかというふうなことを県と一緒になって、

それにはその計画を福祉会館で呼びかけて集まっていただきまして、そして説明をお聞

きをいただいたと、そんな経過もありますし、年次計画を持って、その整備を順次今現

在進めております。その現状は分かっていただいとるはずですね。 

  そういう中で、しかし、どれだけハード整備をしても、昨今の大災害にはなかなか太

刀打ちできないというのが現実です。そういったところもソフト面でもやはり自助の部
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分、共助の部分もお願いをしながら、さらに年次計画を持ってハードの整備をしていく

と、これが考え方でございまして、このことについてはたびたび回答を申し上げておる

次第です。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 平成30年の６月の定例会で私は議員に当選させてもらって、初め

の議会です。そのときにこの外城田川の問題を質問させてもらいまして、川というもの

は上流域から下流域まで全て一緒のように整備しなければ、上流域だけでやってもいけ

ませんと。ですから、県にお願いして、要望して、全て見直してくださいと。町長は平

成30年の８月20日の玄甲舎で開かれた知事と町長の１対１対談の折に、当時の知事が見

直しを策定しますと。それでできたのが二級河川外城田川水系河川整備計画、そして、

これに基づいて、ちょっと言いますよ。洪水、津波、高潮等の災害の発生防止、または

軽減に対する目標で、本整備計画では洪水に対して被害を防ぐことを目的に河道を整備

する。また、そして外城田川の河口から県の管理区間、県の管理区間ということは、県

道37を御存じのように、あの橋から下流側は二級河川ですので、県の管理です。そこま

では県が整備すると。そしてまた今後発生することが予想される南海トラフのことも考

えて、海岸整備と一体となって沿線に向けて、必要となる地震、津波対策、外城田川の

改修も実施するとちゃんとうたわれております。 

  それで、町長にお願いしたいのは、町長をはじめ、伊勢市長、それから多気町長、３

人で、町長、県にしっかりと要望してもらえませんか。この玉城町だけ河道を掘削した

り、パラペットかて何もなりません。下が詰まっていれば一緒のことです。そして、今

堆積物の掘削もおっしゃいましたけれども、1,500立米とか2,000立米とか、僅かな量を

取ってもらっただけなんです、あのとき。当時30年６月の定例会で工区を５つぐらいに

分けて、一気にやってもらうように要望したらどうですかと、そういったことも提案を

させてもらいましたけれども、大野橋から下流を見てもまだいっぱいたまっています。

その下のほうから上流を見てもたまっていますし、やっぱり玉城町だけ一生懸命やった

ところで意味ありません。そやから、これは町長の仕事として伊勢市長にも同行しても

らって、伊勢市も関係あるんですから、それから多気町長と３人で県に下流域からしっ

かりと整備してくれと、この県が策定した外城田川治水整備計画に基づいて、そういっ

たことが私は町長の仕事だと思いますよ、首長の。何でもかんでも職員に指示した、指

示した。何も進みませんも。職員さん、そんな権限があるなら職員さんにお願いします

けれども、違いますでしょう。町長は町長しかできない仕事がいっぱいあるんですよ。

そういったことを一生懸命やってもらいたいと思います。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 答弁よろしいか。いやいや、答弁させていただきましょうかね。

答弁します。 
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○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○６番（山路 善己） 簡単にお願いします。 

○町長（嚨村 修一） 簡単に言います。何度も同じ答弁してきました。要するに県が管

理の宮川までの外城田川、ソウゴ川、県が管理して、年次計画を持ってしゅんせつをし

てくれとるわけですね。ですから、それは直接私は県のほうへ出向いて、そしてその事

業を順次やってくれとるという現実なんですね。何もしないというのはおかしいじゃな

いですか。どういうことですか。 

○６番（山路 善己） あの川の現状を見れば何もしないのに等しいと思って、何もして

ないと申し上げたかも分かりませんね。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 町長は町長しかできない仕事がたくさんあるんやから、そこらを

自覚してやってもらいたいで、そのように思いますわ。前段の議員も一生懸命どういっ

たことをやりたいのかと質問されていましたけれども、ちょっとまたこれは町長、本当

にしっかり頼みますよ。また本当に大雨降れば、また同じ災害が玉城町に出ます。 

  それから、次は、ちょっと待ってくださいな。宮川架橋の件、これももう12年になる

のかな、何も進展してません、本当に。これも町長、伊勢市長と度会町長と玉城町長で

県に要望して、そして県が県の事業としてやってもらうんですから、県にも費用

を・・・もらいます。そして、その費用を伊勢市長、度会町長、そして玉城町の町長と

で、県のそれなりの担当の方と、中部地方整備局がよければそこでもいいし、国交省ま

で行って、県に予算をつけてもらうように要望、そういったことが必要なんですよ。町

長、その辺、ちょっとぴんときてないかも分かりませんけれども、そういったことをし

なければできませんし、それが私、町長、首長さんの仕事やと思います。またこういっ

たことをやってもらえれば、実現できたら人の流れも変わって、人口減が続いている下

城田地区の人口増にもつながることになるんですよ、玉城町の発展になって。そういっ

たことを本当にしっかりと私はふだん日常的にやってもらいたいと。本当に私自身少々

歯がゆい目で見ております。町長、どうですか。行ってくれますか。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） これも毎回毎回ご質問いただいていますので、そのときに答弁し

ておるとおりでございます。国や県に要望活動をやっとるという報告をさせていただい

ておる。それを聞いてもろとるはずでございますね。そんなことで、それぞれ観光部署

のほうへも行っておりますし、要望活動は続けて毎年やっとると、そういう状況でござ

います。まずはこれは大きな構想でございますから、もちろん県なり、あるいは国の力

が要るわけでございますわね。そんな中で伊勢市と、そして近隣度会町さんと一緒に

なって要望活動をしておるのが今の現状です。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 



 

 

70

○６番（山路 善己） まだこの12月に当たって、こういった質問をさせてもらったのは、

どれだけ一生懸命やっているか分かりませんが、結果が出ていなければやってないと同

じことなんです。ですから、こうやって質問させてもろてます。見えるような結果を残

してください。やっておるんやったら。 

  それから、次に移ります。 

  中楽朝久田線の片側通行の箇所、あそこはもういつ開通させるように考えているんで

すか、町長、お尋ねします。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） ちょっとその前の宮川架橋についてお話ししますけれども、これ

は町が主体ではないんですよ。県がやることなんですよ、主に。ですから、県の判断な

んですよ。それを一緒になって要望活動をしておるという、そういうことでご理解いた

だきたいと思います。 

  それから、もう一つ、今の中楽朝久田線ですね、まず、未整備の箇所のご質問をいた

だいております。これにつきましては、個人の方が特定されることでございますから、

やっぱり差し障りがありますから、詳細な説明は省略をさせていただきたいと思ってい

ます。危険箇所であるというふうなことは承知をしておりますので、早いこと施工でき

るように努力をしていきたいと、こんなふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 宮川架橋の件は、また県がやるとか町がやるとか決まってません

でしょう。ですから、まず県の事業としてやってもらうこと、それが一番先やと思いま

す。 

○町長（嚨村 修一） だからそういうふうに要望しています。 

○６番（山路 善己） 結果出してくださいな。 

○町長（嚨村 修一） はい、そんな簡単なものやないですよ。 

○６番（山路 善己） そういうことは十分よう分かってますわ。 

  それから、そうそう、今の中楽朝久田線、需要があるのは十分承知しています。しか

し、何事も何らか需要あるんです。それを解決してやっていくのが人と違いますか。事

情が、事情があると言って、ずっと何年もほったらかして、もうあそこ、私、この間も

通って、危ないなと思って、早め早めに、私も待っとるんですけれども、交互片側信号、

あれを100メートルか200メートル手前で感知して、どちらか車が来たら赤になって、ど

ちらかまた車が来たら赤になるような、そんな仕組みでもやっておいたら、あのあたり

もずっといいと思いますよ。そういったことも考えてください。 

  そして、もう一つ、田丸世古線の県道37号までの道路改良、またカントリーエレベー

ターから過ぎてしばらく、これも何十年になります。ずっと放ったままで、これはいつ

着手して、完成させる予定ですか。全部職員さんに指示してあるんですか。町長、お願
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いします。 

○議長（風口  尚） 建設課長 真砂浩行君。 

○建設課長（真砂 浩行） 建設課長 真砂。 

  答弁させていただきます。 

  当該道路につきましては、平成４年に着手し、今の形状に平成15年になりました。当

該路線は井倉集落北側から妙法寺の都計道路、中楽朝久田線交差点までの間、歩道の整

備が完了しているような状態でございます。井倉から北側につきまして、県道交差点の

ところには店舗等が存在しておるわけなんですけれども、今現在拡張が困難であるとい

うことから事業を中止している状態でございます。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） はい、そのような事情で中止しているのが分かっています。です

から、いつ完成させるんですかという質問ですけれども、どうも答えにくいようなんで、

もうこの質問はこれで終わります。 

  それからあと、都市計画道路の佐田山新田線、これは小林議員も質問されましたので、

重複するところもあります。ですから、それ以外のところを掘り下げて私、お尋ねしま

す。 

  要するに早期に解決に向けて実行することを考えてますとか、そういうふうな答えと、

それから、県に要望もしていますと。そういった答弁もありました。その県に要望、そ

れは県のどういった立場の人に何回言ったか。そしてこれは昭和47年に計画されまして、

町長は役場に就職されて、ゴロゴロノジケイと思います。まだ直接的には関わっていな

かったか分かりませんが、まだお若かったので。建設課長も経験されていますし、それ

から、助役も経験されて、そして現在町長として運営なさっております。少なくてもこ

の町長に就任してから要望しておりますというのは、これまたやっぱり職員さんに指示

して、行ってこい、行ってこいと、そんなのですか。こんなの本当に町長自ら私は要望

なんか行かなあかんと思いますよ。もし行ければ県のどういった部署に何回行ったかお

尋ねしたいんですけれども、行ってないなら行ってないでそれでよろしいですよ。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 県はこの南勢志摩管内の出先、伊勢庁舎に土木事務所があるんで

すね。そことの必ず年に１回はそれぞれ管内市町の要望、そしていろんな事業内容の説

明会があるんです。そういう中で、要望を毎年やっとるという状況ですね。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） あまり効果ないようなことと受け止めました。本当に一生懸命に

身を粉にして働いていただきたいと思います。 

  そして、私、この件の質問は、昭和47年から線引きされまして、そして小林議員の質
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問のときにも町長おっしゃっていましたけれども、県道伊勢玉城線から線路側に約50

メートルぐらいあるのかな、あそこと、それから、当時の久保朝久田線都市計画道路、

今の中楽朝久田線に該当するかと思いますが、そこから南側に約二、三十メートルぐら

い一部構造物をつくって、もう何十年もほったらかししてあります。そして、都市計画

道路を決定するということは線引きされます。その線引きされた土地は50年近くにわ

たって有効活用できないんですよ。私はそれが問題やと思います。10年先にできるん

やったらいいなと思っていますけれども、家建てるときは、それを避けて建てなければ

いけませんし、ある新田町のお家なんか本宅は避けて建ててあります。また、小さな２

階建ての建物も都市計画道路として線引きされて、内側に建ててあります。これはいざ

実行するときには必ず取ってもらわなければならないもんやと思いますけれども、その

ように昭和47年に決まってから土地の有効活用できずにほったらかし、これは本当に物

すごく大きな問題があると思うんです、町長。15年間のうちでももうあれだけでも本当

に解決してもらいたかった。私、そう思います。この件について町長、どのように今思

います、このような発言で。ひとつ町長の胸の内を聞きたいですわ。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） これもたびたび答弁申し上げとるところです。長年の町としたら

懸案事項、どっちかというと負の遺産です。長く時間がかかりました。やっぱりこれは

１つには、前も言うておりますように、やはり地元や地域の皆さん方の十分なコンセン

サスを得ないままに決定されたというふうなことでの用地取得での折衝に時間がかかっ

ているというふうなことも大きく原因がありますですね。ですから、そこの時間がか

かっておるところよりも早くに必要な道路を整備すべきやないかと、こういうたくさん

の意見もあったり、そして特に見通しが立ってきましたけれども、グッティさんから浜

塚までの道路を今の現道を倍に増やした形での地元区の了承が得られたと、こういうふ

うなところも、もう順次ご理解をいただけるところから整備をして、いかに効率よく町

の限られた財政を使っていく。そして、しかし、懸案のものについても、前段の小林議

員にも申し上げましたように、やはり道路と道路をつなぐ、あるいは安全面、そういっ

たところで必要なところを県に要望し、そしてまた地元の理解を求めていくというふう

なことを休むことなく続けていくという考え方を示させていただいておるとおりです。 

  以上です。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） 町長、よう考えてくださいな。今の答弁は本当にセッチな答弁と

しか聞こえません。50年近く放っておいて、よくもそんなこと言えることやなと私、今

思いますけれども、何もやってないじゃないですか。有効活用できないならできないで、

あれは取消しなんかできないんかな。そのほうが地権者だっていいんと違いますか。私、

そのように思います。それで、私、玉城町マンニイカシテイテ、超停滞していると思い

ます。町長は学校を卒業されて、役場に就職されて、そして助役のときに町長になられ
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て、16年近く役場一筋で頑張ってこられたんですけれども、経営者とか運営者、そう

いったところでちょっともう少し考えてもらいたいところはあります。 

  そして、皆さんはそれは行政のプロで、私も議員は知っている方もおるか分かりませ

んが、私なんか皆さんの100分の１も分からないところがあると思います。そしてまた

議員は議員で、いろんな職業の経験とか、それから知識、それからそういったことも備

わってもおりますので、遠慮なくイエニモまた申しつけて、相談をなさって進めていっ

たらいいと思いますよ。 

  組織の町というのははっきり言って孤独なものです。自分１人で全て責任持って判断

しなければならないので、つらいときもたくさんあると思います。しかし、それを克服

して、企業にしろ、企業の社長にしろ、繁栄している自治体の長はやっとるんだと思い

ますよ。ですから、䭜村町長がやれないはずはないと思います。また４年間どうされる

か分かりませんが、今この３番目のさっきも質問しましたけれども、３番目の質問全て

４年間で実現できるようにやってくれますか。宮川架橋は、これは町長は難しい。ただ、

都市計画道路の線を引くことはできます。本当にそれくらいのつもりで立候補、５期目

になるのかな、するんであれば、それぐらいの気持ちを持ってやってもらわなければ、

玉城町は本当に発展どころか、玉城町の町民にとっても申し訳ないと思いますよ。私、

これだけ一生懸命言うとるんですから。私、あちこち本当に行って、     玉城町

のためになるようなことも表に出てないところも一生懸命やってますので、町長も一緒

に本当にやってくださいな。もし本当に町長ができないんであれば、後進に道を譲ると

いうのも方法の一つですよ。よう考えて、やるならやるで、また実行されてやってもら

いたいと思います。町長、これの答弁ございませんか。あったらお聞きします。 

○議長（風口  尚） 町長 䭜村修一君。 

○町長（嚨村 修一） 前段の議員に答弁させていただいたとおりです。 

○議長（風口  尚） ６番 山路善己議員。 

○６番（山路 善己） はい、町長の考えていることはよく分かりました。また来年の６

月、この同じ質問させてもらおうかなと今思っております。それで本当に町長、しっか

り頼みますよ。 

  じゃ、終わります。 

○議長（風口  尚） 以上で、６番 山路善己君の質問は終わりました。 

  これで本日予定しておりました日程は全て終了しました。 

  お諮りします。 

  明日12月10日は一般質問２日目及び提出議案に対する質疑を予定しておりましたが、

一般質問が本日で全て終了し、また提出議案に対する質疑の通告もありませんので、12

月10日は休会としたいと思いますが、ご異議ございますか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（風口  尚） 異議なしと認め、12月10日は休会とします。 
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  暫時休憩します。 

（午後３時19分 休憩） 

（委員会付託表配布） 

（午後３時20分 再開） 

○議長（風口  尚） 再開します。 

  提出された議案のうち、会議規則第39条第１項の規定により、議案第79号 度会郡指

導主事共同設置の廃止に関する協議についてを教育民生常任委員会に、議案第80号 令

和３年度玉城町一般会計補正予算（第６号）ないし議案第86号 令和３年度玉城町病院

事業会計補正予算（第１号）の各議案を予算決算常任委員会へ議案付託表のとおり審査

付託したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（風口  尚） 異議なしと認めます。 

  したがって、各議案につきましては、議案付託表のとおり、各常任委員会に審査付託

することに決定しました。 

  お諮りします。 

  議案精査のため、明日12月10日から12月14日まで休会としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（風口  尚） 異議なしと認めます。 

  したがって、12月10日から12月14日まで休会とすることに決定しました。 

  来る12月15日は午前９時から本会議を開き、委員長報告、討論、採決を行いますので、

定刻までにご参集願います。 

  本日は、これで散会します。ご苦労さまでした。 

 

（午後３時20分 散会） 
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